
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第四次鹿嶋市総合計画（原案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年１月 

資料３ 



 

  



 

鹿嶋市第四次総合計画 目次 

 
■基本構想（2022-2046） 

 

Ⅰ 基本構想（目指すまちの姿） ···················································································  1 

Ⅰ−１ 第四次鹿嶋市総合計画とは  ·····················································································   2 

１．計画の位置付けと期間  ········································································································   2 
２．基本構想の策定方針  ············································································································   3 
 

Ⅰ−２ これからの 25 年を想い描く【目標：2046 年度(令和 28 年度)】  ·····················   4 

１．これからの 25 年を想い描くためのプロセス  ···································································   4 
２．鹿嶋市を取り巻く日本や世界のこと 〜社会潮流〜  ······················································   5 
３．広域における鹿嶋市の役割 ····································································································   8 
４．市⺠の思い 〜各種団体ヒアリング，意向調査〜 ··························································   9 
５．居住エリアの変化 〜鹿嶋市都市計画マスタープラン〜  ··············································  14 
６．市⺠とともに未来を描く 〜鹿嶋市の未来のシナリオ作成ワークショップ〜  ···········  15 
７．導き出されたキーワード  ····································································································  17 
 

Ⅰ−３ 「まち」の将来像に込めたい思い  ·········································································  18 

 

Ⅰ−４ 私たちが目指す「まち」の将来像  ·········································································  19 

１．私たちが目指す「まち」の将来像  ·····················································································  19 
２．土地利用構想  ························································································································  20 

 
 

  



 

■基本計画（2022-2031） 
 

Ⅱ 基本計画（構想の実現に向けて） ···········································································  27 

Ⅱ−１ 理想として掲げた「まち」を作るために共有すること  ······································  28 

Ⅱ−２ 未来のシナリオ  ·········································································································  29 

１．現行のまちづくりを続けた時の未来の鹿嶋市  ·································································  29 
２．ベストシナリオとワーストシナリオ  ·················································································  30 

Ⅱ−３ 基本計画【総論】  ·····································································································  32 

１．基本計画の考え方（総合戦略の位置付け） ·········································································  32 
２．基本目標の設定 ························································································································  33 
３．基本政策の設定 ························································································································  35 
４．基本計画の体系 ························································································································  36 

Ⅱ−４ 基本計画【各論】  ·····································································································  38 

基本政策１．多様性を理解し共に生きる ·····················································································  38 
・施策１-１ まちぐるみで子育てを応援する ···················································································  42 
・施策１-２ 多様なライフスタイルを応援する ···············································································  44 
基本政策２．共に学び成⻑しながら生きる ·················································································  46 
・施策２-１ 未来を担う人財「鹿嶋っ子」を育む ···········································································  50 
・施策２-２ 豊かな鹿嶋文化を共に創り育む ···················································································  52 
基本政策３．スポーツに親しみ健康に生きる ·············································································  54 
・施策３-１ スポーツに親しみ健康を維持する ···············································································  58 
・施策３-２ 予防と適切な医療により心身ともに健康に過ごす ····················································  60 
基本政策４．環境未来都市・鹿嶋をつくる ·················································································  62 
・施策４-１ 既存産業のチャレンジを応援する ···············································································  67 
・施策４-２ 未来につながる産業を創出する ···················································································  70 
・施策４-３ 豊かな鹿嶋の海や緑を未来へつなぐ ···········································································  72 
・施策４-４ 雇用環境を守り生活の安定を維持する ·······································································  74 
基本政策５．スマート&コンパクトな鹿嶋をつくる ··································································  76 
・施策５-１ コンパクトで安全なまちをつくる ···············································································  81 
・施策５-２ スマートで持続可能なまちをつくる ···········································································  84 

 
 

■資料編 
  



 

1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

Ⅰ 基本構想（2022-2046） 
〜 目指すまちの姿 〜    

  

総
合
計
画

基 本 構 想

基 本 計 画

まち・ひと・しごと
    創生総合戦略

鹿嶋市第四次総合計画 



Ⅰ 基本構想（2022-2046） 

2 

Ⅰ−１ 第四次鹿嶋市総合計画とは 

 

１．計画の位置付けと期間 

 鹿嶋市総合計画は，計画的な市政運営を図るための市の最上位計画であり，社会的な動向の
ほか，国や茨城県などの施策動向などを考慮しつつ，市の将来像を設定し，その実現のための
取組（政策）を示すものです。 
 第四次鹿嶋市総合計画では，2022 年度（令和 4 年度）を計画開始年度とし，25 年後の鹿嶋市
の「あるべき姿・ありたい姿」（基本構想）を思い描き，当初 10 年間の方針（基本計画）を定
めたうえで，5 年を一区切りとした具体的な行動計画（まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下
「総合戦略」という。）を策定します。 
 

図−１ 計画の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図−２ 計画期間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

基 本 計 画

まち・ひと・しごと創生総合戦略

基 本 構 想
2046 年度末の「あるべき姿・ありたい姿」
　　→将来像（状態）

2022 ～ 2031 年度の 10 年後を見据えた目標
　　→方針・施策（メニュー・目次）

2022 ～ 2026 年度の５年後を見据えた事業
　　→重点事業（優先順位・順序）

個
別
計
画

基本構想を承継

反映

事業指標

総
合
計
画

施策指標

重点事業

基本構想（25 年） 

基本計画（10 年） 

1992 年度 
(令和４年度) 

2022 年度 
(令和４年度) 

2026 年度 
(令和８年度) 

2031 年度 
(令和 13 年度) 

2046 年度 
(令和 28 年度) 

総合戦略
（5 年） 

総合戦略（5 年）は 
随時見直し 
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表−１ 計画の内容 

 内  容 
基本構想 〇鹿嶋市の 25 年後の将来像を示します。 

〇将来像では，鹿嶋市の姿だけでなく，市⺠や事業者がどのような活動ができ
るまちになっているかを示します。 

〇基本構想は，今後策定する個別計画に継承していきます。 
基本計画 〇将来像を実現するため，今後 10 年間に実施する政策と政策目標を定めます。 

〇基本計画では政策の基本的な内容を示し，詳細な事業については，個別計画
で規定していきます。 

総合戦略 〇基本計画のうち，重点事業について位置付けます。 
 
 

２．基本構想の策定方針 

 第四次鹿嶋市総合計画の基本構想を策定するにあたり，理想とする鹿嶋市の将来像を描き，
そこから今すべきことを考えるバックキャスティング思考を取り入れて策定することとします。 
 私たちは，直近 10 年の間に，東日本大震災をはじめとする未曽有の災害，新型コロナウィル
スの感染拡大等により，それまでとは異なる新しいライフスタイルを求められてきました。 
 「まちづくり」もこれまで培ってきた経験，前提のみでは，急激に変化する社会情勢に対応
できなくなっています。 
 そこで，目標（基本構想）は明確に掲げつつも，そこに至るまでの手法（まち・ひと・しご
と地方創生総合戦略）はその都度，状況に応じて変化させることとしました。 
 

  図−３ バックキャスティング思考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

目
標

時間軸

フォアキャスティング：現状で実現可能と考えられることを積み上げて、未来の目標に近づけようとする方法

バックキャスティング：未来のある時点に目標を設定し、そこから振り返って今すべきことを考える方法

現在

 理想とする
鹿嶋市の将来像

現在の延⻑線上に
  想定される未来
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Ⅰ−２ これからの 25 年を想い描く【目標：2046 年度(令和 28 年度)】  
 

１．これからの 25 年を想い描くためのプロセス 

 第四次鹿嶋市総合計画基本構想の策定にあたっては，まずは，社会の潮流について整理し，市⺠
のみなさんや鹿嶋市に関わる方々の想いを共有した後，目指すべき鹿嶋市の将来像を設定するとと
もに，市の地勢等を考慮しました。 

 
図−４ これからの 25 年を想い描くためのプロセス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

鹿嶋市を取り巻く日本や世界のこと（社会潮流） 

市⺠の想い 〜各種団体ヒアリング，意向調査〜 
 

市⺠とともに未来を描く 
〜鹿嶋市の未来のシナリオ作成ワークショップ〜   

第四次鹿嶋市総合計画基本構想 

鹿嶋市を取り巻く環境や 
市⺠の想いを共有します。 

目指す将来像を描きます。  

基本構想に反映します。 

各種団体ヒアリングの概要 
 各種団体ヒアリングは，令和２年７月から
８月にかけて，鹿嶋市内で活動する団体の中
から，12 団体に実施しました。 
 鹿嶋市の現状や，市を取り巻く環境などを
説明しながら，これから 25 年間の変化，鹿
嶋市が目指す将来像などについて意見を伺い
ました。 

鹿嶋市の未来のシナリオ作成 
ワークショップの概要  

 鹿嶋市の未来のシナリオ作成ワークショッ
プは，令和２年９月から開催しました。 

公募による市⺠と市職員で，鹿嶋市の現状
や，市を取り巻く環境などを共有しながら，
これから 25 年間の変化，鹿嶋市が目指す将
来像を議論し，将来像実現ために必要な，分
野別の取組などについて議論を行いました。 
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２．鹿嶋市を取り巻く日本や世界のこと 〜社会潮流〜 
 
 

■私たちを取り巻く環境の急激な変化 
既に課題として認識されている人口減少や高齢化は，地域経済や居住環境などに様々な変

化をもたらすとされています。また，グローバル化やデジタル化の進展は，世界と日本の関
わりにも影響をもたらすと考えられます。 

図−５ 2030 年(令和 12 年)〜2040 年(令和 22 年)頃までの社会環境変化予想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ビッグデータの活用，情報通信技術の進展 
ビッグデータの活用，技術革新により，大量生産・画一的サービス提供から個々にカスタ

マイズされた生産・サービスの提供，既に存在している資源・資産の効率的な活用，AI やロ
ボットによる労働の補助・代替などが可能となるとされています。 

図−６ ビッグデータの活用，情報通信技術が私たちにもたらすこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

私たちを取り巻く環境には，大きな構造変化がもたらされてようとしています。 

 地方の人口減・高齢化が加速 
医療・介護の需要が急増 

インフラ・公共施設が老朽化 
地域の企業数減少が深刻化 

あらゆる資源のシェアリングが進行  

グローバル化・ボーダレス化が加速 
時価総額は米中企業が上位独占 
GDP シェアや国際競争力が低調 
個人金融資産が 1800 兆円超へ 
データ量やサイバー攻撃が激増 

生産年齢人口が急減 
人生 100 年時代が本格到来 

独居高齢者世帯が急増 
障害者の社会参加が浸透 

ＩoＴ・AI 時代の就業構造が急務 

 
＊フィンテック： 金融（Finance）と技術（Technology）を掛け

合わせた造語。金融分野と ICT（情報技術）を組み合わせて生ま
れる新しいサービスなどのこと。 

出典：内閣府「日本経済 2016−2017」の付図 
「第４次産業革命のインパクト」をもとに作成 

第１次産業革命

蒸気機関による工業化

第２次産業革命

電力による大量生産

第３次産業革命

情報通信技術革命

需要面

①新たな財・サービスの創出
②価格低下による需要喚起
③経済価値の把握が難しい
 個人の満足度の上昇

生産面

①需要予測やマッチングによ
 る既存設備の稼働率向上
②ＡＩ等による業務効率化

働き方

①テレワークの普及
②余暇時間を活用した労働
③ハイスキルの仕事も一部
 がＡＩに代替

高齢者の生活

①自動運転による配車
②ウェアラブル端末による健
 康管理
③見守りサービス

第４次産業革命　　＜コアとなる技術革新＞
            ・ ビッグデータ、ＩoＴ
            ・ ＡＩ、ロボット等
＜新サービスの例＞

  ①データ活用によるカスタマイズ商品、保守点検、健康管理等
  ②自動車、住居等のシェアリング
  ③ＡＩによる自動運転、資産運用等
  ④ＩＴ活用による新たな金融サービス（フィンテック＊）

データの解析・利用

による新たな付加価値

クラウドによるデータ

保管費用の低下

需要者と供給者の迅速

なマッチング

再生産の限界費用ゼロ

（ネット上のコンテンツ）
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■よりよい世界を目指すための取組 〜SDGs(持続可能な開発目標)〜 
SDGs(持続可能な開発目標)は， 2015 年(平成 27 年)9 月の国連サミットで採択された「持

続可能な開発のための 2030
アジェンダ」において設定
された 2030 年(令和 12 年)
までに達成すべき目標のこ
とをいいます。 

17 のゴール・169 のター
ゲットから構成され，地球
上の「誰一人取り残さない
(leave no one behind)」こと
を掲げており，発展途上国
のみならず，先進国自身が
取り組むユニバーサル(普遍
的)指標として，日本もその
達成に向け様々な施策に取
り組んでいます。 

 
■情報技術を活用していくこと 〜Society5.0 という社会〜 

Society5.0 は，「サイバー空
間(仮想空間)とフィジカル空
間(現実空間)を高度に融合さ
せたシステムにより，経済発
展と社会的課題の解決を両立
す る 人 間 中 心 の 社 会
(Society)」です。 

狩猟社会(Society 1.0)，農
耕社会(Society 2.0)，工業社
会 (Society 3.0) ， 情 報 社 会
(Society 4.0)に続く，新たな
社会を指すものです。 

Society 5.0 で実現する社会
は，IoT で全ての人とモノが
つながり，様々な知識や情報が共有され，今までにない新たな価値を生み出すことで社会的
課題や困難を克服する。また，人工知能(AI)により，必要な情報が必要な時に提供され，ロ
ボットや自動走行車などの技術で，少子高齢化，地方の過疎化，貧富の格差などの課題が克
服されます。社会の変革(イノベーション)を通じて，これまでの閉塞感を打破し，希望の持て
る社会，世代を超えて互いに尊重し合あえる社会，一人一人が快適で活躍できる社会となる
とされています。 

私たちの暮らしには，考え方や行動を変えることが求められています。 

出典：SDGs 推進本部 

図−７ SDGs アクションプラン 2020 のポイント 

出典：内閣府 HP 

図−８ Society5.0 
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■地球環境への配慮 〜温暖化と⾃然災害のリスク〜 

気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の第５次評価報告書によると，気候システムの温暖
化については疑う余地がなく，21 世紀末までに世界平均気温が更に 0.3〜4.8℃上昇するとさ
れています。 

また，気象庁によると，このまま温室効果ガスの排出が続いた場合，短時間強雨の発生件
数が現在の２倍以上に増加する可能性があるとされています。さらに，今後，降雨強度の更
なる増加と，降雨パターンの変化が見込まれています。 

 
図−９ 気候変動に関する予測 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

出典：「気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会」配付資料 
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３．広域において期待される鹿嶋市の役割 
   

（１）広域行政での取組 
   鹿嶋市では，人口減少社会において,行政サービスを安定的，持続的，効率的かつ効果的に提供

するため，市行政界の枠を超えて鹿行地域の周辺市町村との連携による取組を行っています。 

 ■鹿嶋市を含む広域行政 
鹿行広域事務組合（鹿嶋市，潮来市，神栖市，行方市，鉾田市） 

１ 養護老人ホームに関すること。 
２ 訪問介護事業に関すること。 
３ 職員の共同研修に関すること。 

鹿嶋市，潮来市，
神栖市，行方市，
鉾田市 

４ 広域消防に関すること（消防団に関する事務並びに消防水利の設置維持及び管
理に関する事務を除く。）。 

５ 広域火葬場に関すること。 
６ 介護認定審査会事務に関すること。 
７ 障害者介護給付費等の支給に関する審査会事務に関すること。 

潮来市，行方市，
鉾田市 

鹿島地方事務組合（鹿嶋市，神栖市） 
1 地方卸売市場の設置及び管理・運営に関する事務 
2 ごみ固形燃料化施設の設置及び管理・運営等に関する事務 
3 可燃性一般廃棄物処理施設の建設及び管理・運営等に関する事務 
4 鹿島共同再資源化センター株式会社への出資に関する事務 
5 広域消防に関すること 

鹿嶋市，神栖市 

交通体系の整備や情報通信技術の普及・発達により，人々の行動や暮らしは行政界，さらには
国境を越えて急速に広域化しており，今後は，これまで以上に創意工夫を凝らし，周辺市町村と
連携して自主的・自立的な政策・施策に取組むことが重要となっています。 

 
（２）広域において期待される鹿嶋市の役割 

   鹿嶋市は，茨城県東南部，千葉県に程近
く，東京から約 80km，県都水⼾及び筑波
研究学園都市から約 50km ，海の玄関口の
鹿島港を有し，空の玄関である成田国際空
港とは車で約 30 分という位置にあります。 

このため，鹿嶋市を含む鹿行地域は都市
近郊型農業が発達し，県を代表する銘柄産
地として，首都圏における生鮮野菜等の供
給基地の役割を担っています。また，鹿島
港を中心とする鹿嶋市と神栖市は，わが国
における臨海型工業の集積拠点を形成して
いることから，国際競争力のある産業の集
積により，地域経済をけん引する役割が期
待されています。   

図−10 鹿嶋市の広域的な位置づけ 

福　島　県

潮来IC

つくば

東京

成田

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

茨城空港北IC

鉾田IC
茨城空港

成田国際空港

東関東自動車道

茨 城 県

⽔⼾

行方市

鉾田市

神栖市
潮来市

鹿嶋市

100km 50km

鹿行地域 
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４．市⺠の思い 〜各種団体ヒアリング，意向調査〜 

 
（１）各種団体ヒアリング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【25 年後に向けた不安】 
 

○人口減少は，経済の衰退や

学力，研究力の低下を招

く。また，女性就業率の上

昇により，子どもの成長環

境にも影響をもたらすので

はないか。 

○雇用形態の多様化，働き方

の変化など，就業環境が変

化するのではないか。 

○日本製鉄関連の仕事が多い

が，既に仕事量が減少して

いる。ここ 10 年位で大き

な変化があるのではない

か。鹿島開発から 40 年で

あり事業承継も大きな課題

である。 

○地域経済における日本製鉄

の影響が大きく，商業活動

も向かい風になっている。 
○農業や漁業については，現

在はブランドが確立されて

いる。漁業は若い後継者も

多いが，農業の後継者は少

なくなっている。今後は高

齢化の一方で産地間競争も

激しくなると予想される。 

○情報技術が発展し，オンライン

でできることが多くなり，地方

に人が住み始めるのではない

か。鹿嶋市は海もあり東京から

の利便性も高いので移住の可能

性もある。 

○ＡＩなどの技術も発展

すると思うが，仕事の

減少や人間との関係が

不安である。 

【目指すべき方向】 
 

○交流人口を増やす必要があ

り，カシマサッカースタジ

アム周辺の拠点づくり，鹿

島神宮の活用などを進める

必要がある。 

○人口減少や高齢化が進むため，地域での暮らし，就業，医

療・福祉，教育などの持続可能性を高めるとともに，地域資

源を活用した魅力が必要である。 

○よりよい環境で子どもを育

てることができるよう，地

域の自然や環境を活用した

取組が必要である。 

○人口減少や地域間競争への対応として，市の枠組みを超えた

広域化という視点についても検討していく必要がある。ホー

ムタウンや新型コロナウイルス対策で PCR 検査を広域で実施

していることなどはよい経験である。 

○製鉄所の維持管理に携わっ

ている市内の企業には技術

の蓄積もある。このような

技術の継承や次世代の育成

が必要である。 

○行政の役割と民間（市民や

事業者）の役割を整理する

必要がある。行政がやるべ

きことを絞ってしまうこと

も一つの方策である。 

【各種団体ヒアリングの対象】 
 ■産業関係団体（農業，工業，商業等）  ■子育てに関係する団体 

■まちづくり活動を行う団体       ■医療・福祉に関係する団体 
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（２）意向調査結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

調査概要 

 
【一般】 
（１）調査対象 

住⺠基本台帳より 19 歳から 69 歳までの市⺠ 3,000 名を無作為に抽出。 
（２）調査内容 

回答者の属性，住まいの様子，自身の将来の暮らし方のイメージ，鹿嶋市の将来像，鹿嶋市の
市政に関することなどで構成。 

（３）調査方法 
郵送法（郵送により調査票を配布回収）により実施。ただし， WEB による回答もできる形式

を併用した。 
（４）調査期間 

令和３年１月 29 日〜令和３年２月 12 日まで（WEB 版は２月 28 日まで開設） 
（５）回収率 

 人 数 構成比 備  考 
配布数 3,000 名 −  

回収数 1,016 名 33.87％ 郵送：784 名 WEB：232 名 
 うち無効回答 2 名 − 未記入回答 
集計数 1,014 名 33.80％  

 
【高校生】 
（１）調査対象 

鹿嶋市に通学している高校２年生（一部寮生も含む）。 
（２）調査内容 

回答者の属性，住まいの様子，自身の将来の暮らし方のイメージ，鹿嶋市の将来像，鹿嶋市の
市政に関することなどで構成。 

（３）調査方法 
学校にて調査票を配布し WEB で回答（希望者は調査票で回答）。 

（４）調査期間 
令和３年２月上旬（WEB は２月 28 日まで開設） 

（５）回収率 
 人 数 構成比 備  考 

配布数 690 名 −  

回収数 502 名 72.75％ WEB：498 名 郵送：4 名  
 うち無効回答 0 名 − 未記入回答 
集計数 502 名 72.75％  
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①鹿嶋市の住みよさ（活動しやすさ）について 
  一般では 75％超，高校生では 65％超が住みよい（活動しやすい）と評価している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②住みよさ（活動しやすさ）を感じる理由 
 一般，高校生とも「鹿島神宮などの歴史環境の魅力」，「サッカーなどのスポーツ環境」を，
住みよさ（活動のしやすさ）を感じる理由として挙げています。このほか，「物価の安さ」，「日
常生活での自動車利用のしやすさ」，「治安の良さ」といった生活環境に関する評価や，「災害の
少なさ」，「教育施設・内容の充実度」，「里山や緑などの自然の豊かさ」といった要素も評価さ
れています。 
 一方，評価が低い点は，「鉄道の利用しやすさ」，「路線バスの利用しやすさ」，「コミュニティ
バスの利用しやすさ」といった公共交通に関する要素や，「市内での就職先の多さ」，「市内での
職業選択の多様性」といった就業環境に関する要素となっています。 
 

【４段階評価（平均）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20.7%

44.6%

20.5%

14.1%

0.0%

住みよい（活動しやすい）

どちらかといえば住みよい

（活動しやすい）
どちらかといえば住みにくい

（活動しにくい）
住みにくい（活動しにくい）

無回答

20.5%

57.1%

12.2%

4.7%
5.4%

■一般 ■高校生 

（※評価：「良い」→４点，「やや良い」→３点，「やや悪い」→２点，「悪い」→１点で算出） 
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③今後 25 年間の可能性や機会 

 今後 25 年の間における鹿嶋市の可能性や機会については，一般及び高校生とも「スポーツを
生かした地域づくりの進展」，「医療・介護施設の増加」が多くなっている。一方で，可能性や
機会が少ないという要素は，「多子化の復活」，「市内での就業機会の増加」となっている。 

 
   ■一般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■高校生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22.3 

14.4 

6.6 

9.0 

16.5 

17.1 

11.3 

8.3 

18.7 

14.8 

43.4 

13.4 

29.6 

25.0 

20.8 

46.4 

25.0 

4.7 

5.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人口の維持または増加

若年層の転入増

多子化の復活

関係・交流人口の増加

社会保障費の抑制

税収の増加

市内の企業数の増加

市内での就業機会の増加

自然災害の減少

空き家・空き地の減少

医療・介護施設の増加

新産業の創出・育成

多様な働き方の実現

学校教育・社会教育の充実

スマートシティの実現

スポーツを生かした地域づくりの進展

地域コミュニティ（助け合い）の充実

その他

無回答

（％）

26.7 

16.3 

11.0 

18.1 

10.0 

16.9 

11.8 

8.0 

16.9 

15.1 

22.3 

5.6 

13.9 

16.7 

9.6 

39.8 

13.5 

4.8 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人口の維持または増加

若年層の転入増

多子化の復活

関係・交流人口の増加

社会保障費の抑制

税収の増加

市内の企業数の増加

市内での就業機会の増加

自然災害の減少

空き家・空き地の減少

医療・介護施設の増加

新産業の創出・育成

多様な働き方の実現

学校教育・社会教育の充実

スマートシティの実現

スポーツを生かした地域づくりの進展

地域コミュニティ（助け合い）の充実

その他

無回答

（％）

※複数回答 

※複数回答 
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④今後 25 年間のリスク（⾃治体運営で懸念すること） 

 今後 25 年の間における鹿嶋市のリスクについては，「高齢化の加速」，「人口減少の加速」，「空
き家・空き地の増加」，「若年層の市外流出の加速」など，人に起因する事象がリスクとして認
識されています。 

 
   ■一般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■高校生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

55.6 

46.8 

58.4 

14.9 

11.0 

13.3 

13.3 

11.4 

13.3 

30.5 

11.0 

10.4 

14.7 

11.0 

12.4 

4.2 

6.0 

1.8 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人口減少の加速

若年層の市外流出の加速

高齢化の加速

関係・交流人口の減少

社会保障費の増加

税収の減少

市内の企業数の減少

市内での就業機会の減少

自然災害の増加

空き家・空き地の増加

医療・介護施設の減少

既存産業の衰退

多様な働き方が実現されない

学校教育・社会教育の衰退

スマートシティ化が進まない

スポーツを生かした地域づくりの失速

地域コミュニティ（助け合い）の衰退

その他

無回答

（％）

50.2 

47.2 

75.7 

9.1 

32.6 

34.5 

24.4 

22.1 

13.3 

47.6 

18.3 

25.7 

11.4 
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既存産業の衰退

多様な働き方が実現されない

学校教育・社会教育の衰退

スマートシティ化が進まない

スポーツを生かした地域づくりの失速

地域コミュニティ（助け合い）の衰退

その他

無回答

（％）

※複数回答 

※複数回答 
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５．居住エリアの変化 〜鹿嶋市都市計画マスタープラン〜  

   これからの鹿嶋市では，市全体で人口減少や高齢化が進むと考えられる中で，特に，市街化
調整区域での人口減少が進むと予測されています。一方，住宅地や生活利便施設が集積する市
街化区域についても減少はするものの，その変化は緩やかであるとされています。市街化調整
区域では居住環境の維持が課題になるとともに，市街化区域では暮らしの場として生活環境の
整備が期待されます。 

 
（１）区域区分別の将来人口 

人口変化率の将来予測では，市街化区域と比較して市街化調整区域で人口減少が進むと予
測されています。 

図−10 区域区分別の人口推計 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

（２）ＤＩＤ（人口集中地区）の変遷 
ＤＩＤ（人口集中地区）は，指定当初の昭和 60 年から一貫して拡大しており，ＤＩＤ人口

も 2015 年(平成 27 年)で約３倍の 18,100 人にまで増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 

図−11 DID 人口密度 図−12 DID の変遷 

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 
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（３）人口密度の推計 

人口密度は，住居系用途地域内においても，既成市街地の人口密度基準である 40 人/ha に
満たない地区が多くみられます。市街化調整区域においては，現在から将来にわたり，地区
計画・区域指定エリア以外での人口集約は進まないと予測されます。 

図−13 人口密度(2015 年(平成 27 年)と 2040 年(令和 22 年)推計) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

６．市⺠とともに未来を描く 〜鹿嶋市の未来のシナリオ作成ワークショップ〜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【平成 27 年（2015 年）：現況】 【令和 22 年（2040 年）：推計】

【資料】国勢調査を基に作成 【資料】国土数値情報

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 

【〜鹿嶋市の未来のシナリオ作成ワークショップ〜の概要】 
 ■参加者：一般公募市⺠ 19 名 市職員 14 名 
 ■期間・回数：令和２年９月から 6 回開催 
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図−14 ワークショップのアウトプットの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 ■これから 25 年の間に鹿嶋市では 
 □少子化，高齢化と人口減少が進む。 

 □経済の縮小や都市の縮退が進む。 

 □生活や行政分野でも情報技術の導入が進む。 

■市⺠の身の回り・暮らしの変化 
〇情報技術により生活が変わる。 

 〇人口構造の変化に伴い生活が変わる。 

 〇所有から使用への移行で生活が変わる。 

 〇自然環境や世界との関わりで生活が変わ

■鹿嶋市が持つリソース 
 【ハード】 

□カシマサッカースタジアム 

□鹿島神宮 

□港湾施設・産業集積 

【ソフト】 
□産業分野での技術（人財） 

 □身近にスポーツがある環境 

 □企業との連携 

■市⺠の生活意識 
□住み方，暮らし方，働き方の多様化が進む。 

 □平均寿命が伸び，将来の生活不安を抱える。 

 □一方で，生きがいが自己実現の充足が必要。 

■理想とする鹿嶋市のキーワード 
□自然（海・湖・杜） □スポーツ  □安全・安心   □歴史 
□住みやすさ     □持続可能  □子育て     □つながり 
□ＩＣＴ       □テクノロジー 

■市⺠が共有すべき価値基準 
□時代の変化を意識すること  □ＳＤＧs（持続可能性） □多様性を理解すること 
□受け入れること       □次世代に継承すること  □人づくり（教育） 
□自立・共助         □自然や歴史など資源を理解し活用すること 
□協調・貢献（何ができるか） □安全・安心       □共創（市民と行政） 

■これからの 25 年間に想定される可能性 
〇情報技術による生活の質の向上 

(テレワークの浸透，インターネット購買の増加等) 

○鹿嶋独自の資源活用 

(鹿島港，産業集積，鹿島アントラーズ，鹿島神宮等) 

〇鹿嶋市の地理的特性 

(東京から 1.5 時間，自然環境等) 

〇居住地選択要因による移住・定住の促進 

(地方移住の浸透，新型コロナウイルス等) 

○新しい産業の導入 

(洋上風力発電，情報化・脱炭素化分野，農業，観光等) 

〇医療技術の進歩 

 (人生 100 年時代，再生医療等) 

■これからの 25 年間に想定されるリスク 
〇市の人口減と少子高齢化の進行 

(総人口の減少，高齢者の増加，生産年齢人口の減少等) 

〇生活環境の悪化 

(空き家の増加，買い物利便性の低下，公共施設の老朽化等) 

〇鹿嶋の活力の源泉の喪失 

(産業構造変化，観光交流の衰退等) 

〇生活コストの増加 

(税負担の増加，社会福祉負担の増加等) 

〇地域資源の荒廃  

(適正管理地の減少，伝統文化の衰退等) 

〇自治機能の低下 

(税収の減少，地域コミュニティの弱体化等) 

〇自然災害の増加  

(災害の激甚化，水面環境の変化，平均気温の上昇等) 
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７．導き出されたキーワード 

    まちづくりの潮流やワークショップなどを通じて，将来を描くためのキーワードを５つ導き
出しました。この５つのキーワードについては，これからのまちづくりにおいて，様々な分野
に共通するキーワードとして取り入れていく必要があると考えています。 

 
図−15 「まち」の将来を描くためのキーワード 

 
                   
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 国連が示した「持続可能な開発目標」であり，将来像を実現するため

の指標として参考とします。 

 

 コンパクト化は，人口減

少への対応だけでなく，生

活支援サービスの利便性や

持続性の向上，財政支出の

抑制，環境負荷の低減等の

効果が期待されます。 

 

 ICT（情報通信技術）を

積極的に活用し，ＤＸ＊1

（デジタルトランスフォー

メーション）を推進するこ

とによって，全体最適化と

「鹿嶋らしさ」の創出を図

り，日常生活の利便性や快

適性を向上させるととも

に，災害時の迅速な対応を

可能とすることが期待され

ます。 

スマート 

SDGｓ 

コンパクト 
 

 市民※がお互いに，また

市民と行政が一体となって

相互の信頼と合意のもと，

それぞれの特性を生かしな

がら，まちづくりの目標を

共有し，地域課題の解決や

新たな価値を創造していく

ことが期待されます。 

共創 

「まち」の将来像 

 

 全ての土台となる要素です。市民＊2 一人ひとりが自分らしさ，特性を

磨き上げることが求められます。 

人財 

 
＊1 DX（デジタルトランスフォーメーション）： データとデジタル技術を活用して，社会ニーズ等に対応するようビ

ジネスや日常生活等を変革すること。 
＊2 市⺠： 市内に在住・在勤・通学する個人，また市内で活動する団体・事業者・企業のすべてを指す。 
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Ⅰ−３ 「まち」の将来像に込めたい思い 
    前項の 5 つのキーワードをもとに，「まち」の将来像に込めたい思いを８つに整理しました。 
 

■私たちの思い−１ 事業者・企業が活動しやすい「まち」であり続ける 〜産業の創出〜 
 これまでの産業集積による人財や技術を生かすとともに，カーボンニュートラル＊や持続可
能性といった社会情勢に対応した産業を共に創っています。 
 

■私たちの思い−２ ひとやしごとを育てる「まち」をつくる 〜未来への鹿島⽴ち〜  
 未来に向けて無限の可能性を持つ子どもたちの教育を積極的に支援します。また，個人の
能力や特性を生かした起業・創業といった活動を応援し，未来に向けて羽ばたく人財を共に
創っています。 

 
■私たちの思い−３ 子どもを育てやすい「まち」をつくる 〜子育て応援〜 

 「まち」の宝である子どもを安心して産み，育てられる環境はなくてはなりません。働き
方がますます多様化する中，新しいライフスタイルに対応した環境を共に創っています。 
 

■私たちの思い−４ 個性を尊重する「まち」をつくる 〜多様性を理解する〜 
 国際化への対応や共生社会の実現といった社会ニーズを理解し，全ての人が尊重し合いな
がら暮らすことができる環境を共に創っています。 
 

■私たちの思い−５ 持続可能な社会を先導する「まち」をつくる 〜環境未来都市に挑戦する〜 
 持続可能な低炭素社会の実現に向けた取組が求められる中で，人口減少や高齢化といった鹿
嶋市の課題に対応しつつ，環境，社会，経済の三つの価値を創造するまちを創っています。 
 

■私たちの思い−６ ふるさとの魅力を生かす「まち」をつくる 〜「鹿嶋」の活用〜 
鹿島開発において培かわれた経験や全国に誇る鹿島神宮や株式会社鹿島アントラーズ・エ

フ・シー（以下「鹿島アントラーズ」という。）といった地域資源を活用して，新たな魅力を
共に創っています。 

 
■私たちの思い−７ 全国ブランドを多面的に生かす「まち」をつくる 〜スポーツのまち〜 

 人生 100 年時代の到来や働き方の多様化といった社会潮流の中で，スポーツを活用した健康
増進や維持，新産業の育成，コミュニティづくりを共に創っています。 
 

■私たちの思い−８ 「まち」をつくる取組に参加する 〜オーナーシップの醸成〜 
 キーワードで掲げた「共創」に⽌まらず，市⺠以外でも鹿嶋市に興味を抱き，「まち」づく
りに参加してもらえることが「まち」の発展につながります。共に喜び合える関係人口，交
流人口を増やすための環境を創っています。 
  

 
＊カーボンニュートラル： 温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。2020 年 10 月，政府は 2050 年までに温

室効果ガスの排出を全体としてゼロにする，カーボンニュートラルを目指すことを宣言。 
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Ⅰ−４ 私たちが目指す「まち」の将来像 
 

１．私たちが目指す「まち」の将来像 

  前項までに整理した，鹿嶋市を取り巻く日本や世界のこと，市⺠の思いなどをもとに，私たち
が目指す「まち」の理想像を Colorful Stage KASHIMA とします。 

 

Colorful Stage KASHIMA 

～ ひとあざやかに ひとつのまちに ～ 

 
 

【市⺠，事業者，行政が共有する「まち」の将来像】 

鹿嶋市は，今後 25 年間，人口は減っていくこととなります 
そして，予測できないことも起きるかもしれません 

それでも私たちは，鹿島開発やスポーツのまちづくりを実践し，「まち」を発展させてきました 

失敗を恐れず，新しい「鹿嶋」を共に創ってきた経験があります 

私たちが次に描く 25 年後の鹿嶋市は，「Colorful Stage KASHIMA」です 
 
 

全ての市⺠が，まちの将来を考えながら，それぞれの描くスタイルで暮らしています 
 

ⅰ 自身の未来，社会の未来を見据えながら，子どもたちは希望を，若者は自信を持って学んでいます 
 

ⅱ 子育てや仕事に就いている市民は，家族やコミュニティに支えられながら，不安を感じることなく，心にゆと

りのある生活を営み，さらには地域社会への貢献に楽しみを見つけながら暮らしています 
 

ⅲ 時間に余裕ができ，自身の生活を楽しむ世代は，健康を保ち続けることを心がけながら，次世代に引き継

げるようまちづくりに参加しています 
 

ⅳ 事業者は，時代に対応した変革を続け，地域を支える役割を担い続けています 
 

ⅴ 行政は，スマート＆コンパクトシティの実現と財政基盤の強化を継続しています 

 

この計画では，そんな鹿嶋市を目指すための私たちの振る舞いを示します 
 

  

SDGs の 17 色＋「IMA」
は市章色 
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２．土地利用構想 

 （１）災害の危険性 
土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域は，地勢を反映し，斜面地に多く指定されていま

す。また，津波浸水想定区域及び洪水浸水想定区域が，海岸及び北浦の沿岸部に指定されてお
り，十分な備えが必要となっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

図−16 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域 

出典：「鹿嶋市土砂災害ハザードマップ」 https://city.kashima.ibaraki.jp/soshiki/34/2716.html 
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図−17−１ 津波浸水想定区域（大野区域） 

出典：「鹿嶋市津波ハザードマップ」 https://city.kashima.ibaraki.jp/soshiki/34/2715.html 
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出典：「鹿嶋市津波ハザードマップ」 https://city.kashima.ibaraki.jp/soshiki/34/2715.html 

図−17−２ 津波浸水想定区域（鹿島区域） 
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図−18 洪水浸水想定区域 

出典：「洪水浸水ハザードマップ」
      https://city.kashima.ibaraki.jp/soshiki/34/2710.html

凡例 
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（２）快適な市⺠生活を実現するための土地利用の方針 
 「まち」の土地利用を構想するに当たっては，まず，次に示す土地利用の方針に基づき，将来
の市⺠生活を想定した上で，都市計画マスタープランで示されている土地利用構想，将来都市構
造を基本とし，決定することとします。 

    
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

（３）スマート＆コンパクトシティのイメージ 
土地利用構想では，前述の災害危険個所を除く安全な生活空間の中で，都市機能が最適に利用

できる環境づくりを目指しますが，人口減少や高齢化に対応するため，スマート＆コンパクトと
いう理念を明確化し，情報技術の活用（スマート化）や都市（生活）機能の集約（コンパクト化）
に取り組むこととします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生活基盤と都市(生活)機能を市全域に スマート・コンパクト化で最適に 

自然災害の激甚化がみられる中で，津波や
浸水，土砂災害といった，現在想定されてい
る災害の危険を考慮した生活空間への誘導を
図ります。 

安全・安心な市⺠生活空間への誘導 

都市機能が集積している市役所周辺の既成
市街地，鹿嶋市の観光拠点であり，中心市街
地である鹿島神宮周辺地区，スポーツまちづ
くりの拠点である茨城県立カシマサッカース
タジアム周辺地区を連携することにより，利
便性と魅力の集約化を図ります。また，拠点
で提供するサービスを市全域へ拡散するため
のネットワークを構築します。 

利便性と魅力を集約した市⺠生活空間への誘導 

スマート＆コンパクトシティ 

図−19 スマート＆コンパクトシティのイメージ 

災害リスク低い

スマート化

集約化

都市 ( 生活）機能

個別化 多様化 広域化

行政区域

生活基盤

生活機能

均衡ある都市の発展

集約化・スマート化により
都市 ( 生活 ) 機能を最適化

行政区域

安全な場所

 に集約化

スマート化

集約化
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図−20 将来の「市⺠生活」のすがたと土地利用構想 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■事業活動の空間（低地＋台地）

■生活活動の空間（台地）

■サービスを提供する空間（台地 ）

主に農業や工業等の生産活動の場として

利用するエリア

自然災害のリスクが少なく，主に居住や

日常生活を行うエリア

行政や民間事業者が集積し，市民への

各種サービスを提供するエリア

■鹿嶋市の
  土地利用構想

生活空間

生活空間

生活空間

生活空間

生活空間

生活空間

【「まち」の拠点】

産業空間

カシマサッカースタジアム

市役所周辺

鹿島神宮

【「地域」の拠点】

大野出張所周辺
■鹿嶋市の
「市民生活」のすがた

〇台地部については，自然災害リスクが少ない利点を生かし，市民の日常生活に必

要な行政機能やサービス業が維持できるような土地利用を図ります。 

〇低地部は，自然災害リスクを低減しつつ，一次産業や二次産業を支えるための土

地利用を図ります。 

〇市役所，鹿島神宮，茨城県立カシマサッカースタジアムを連携したエリア（「ま

ち」の拠点）内に多くの方が住み，快適で利便性が高い生活を維持することがで

きます。 

〇「まち」の拠点とひと・モノ・情報がネットワーク化されることにより，生活空

間を形成しています。 

将来の「市⺠生活」のすがた 

土地利用構想 
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図−21 【参考】将来都市構造図（鹿嶋市都市計画マスタープラン） 

 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 



 

27 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 基本計画（2022-2031） 
〜 構想の実現に向けて 〜    

 
  

総
合
計
画

基 本 構 想

基 本 計 画

まち・ひと・しごと
    創生総合戦略
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 基本計画では，理想として掲げた「まち」の将来像「Colorful Stage KASHIMA」を実現するため
に，これから取り組む必要があること（＝将来像とのギャップ埋める方策）を示します。 
 
 

Ⅱ−1 理想として掲げた「まち」を作るために共有すること 
   

■「環境未来都市」構想 

「環境未来都市」構想は，国で掲げ
ている構想であり，今後世界的に進む
都市化を見据え，環境や高齢化対応な
どの課題に対応しつつ，持続可能な経
済社会システムを持った都市・地域づ
くりを目指すものです。 
  そして，環境未来都市は，環境や高
齢化など人類共通の課題に対応し，環
境，社会，経済の三つの価値を創造す
ることで「誰もが暮らしたいまち」
「誰もが活力あるまち」の実現を目指
す，先導的プロジェクトに取り組んで
いる都市・地域を指します。 
 

  ■地方創生 SDGs 

 持続可能なまちづくりを取組むにあたっては，SDGs の理念に沿って進めることにより，政策全
体の全体最適化，地域課題解決の加速化という相乗効果が期待できます。 
 

図−23 SDGs の 17 のゴール 
 
 
 
 
 
  

図−22 環境未来都市のイメージ 

資料：「内閣府 地方創生推進事務局 環境未来都市構想」 
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Ⅱ−2 未来のシナリオ 

１．これからの 25 年間に想定されるリスクと可能性の設定 

 「まち」の将来像を実現するための施策を検討するにあたり，これまで整理した鹿嶋市の今後
の 25 年間のリスクと可能性をもとに，25 年後に向けたシナリオを想定します。 

このシナリオの作成にあたっては，特に現状において，顕在化しつつある要素に配慮すること
が必要であり，顕在化しつつある要素を以下のように設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■これからの 25 年間に想定されるリスク 
〇市の人口減と少子高齢化の進行 
〇生活環境の悪化 
〇鹿嶋の活力の源泉の喪失 
〇生活コストの増加 
〇地域資源の荒廃  
〇⾃治機能の低下 
〇⾃然災害の増加  

■これからの 25 年間に想定される可能性 
〇情報技術による生活の質の向上 
○鹿嶋独⾃の資源活用 
〇鹿嶋市の地理的特性 
〇居住地選択要因による移住・定住の促進 
○新しい産業の導入 
〇医療技術の進歩 

〇市の人口減と少子高齢化の進行 
〇鹿嶋の活力の源泉の喪失 

〇情報技術による生活の質の向上 
○鹿嶋独⾃の資源活用 
〇居住地選択要因によるによる移

住・定住の促進 
○産業の創出 

顕在化しつつ 
あるもの 

顕在化しつつ 
あるもの 

立入禁止

DB

AI DB

AI

AI

DBDB

DB DB

×
×× ×
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２．リスクと可能性に基づき想定されるシナリオ 

   顕在化しつつあるリスクと可能性をもとに，これから 25 年間のベストシナリオとワーストシナ
リオを想定します。 

 
（１）リスクと可能性評価による「まち」の姿 

これまで整理したリスクと可能性をもとに，これから想定されるシナリオとして，『関係人口*
や賑わいが増え，安心して暮らせる「まち」』をベストシナリオ，『人口や賑わいは減少し，維持
が危ぶまれる「まち」』をワーストシナリオとして想定します。 

 
 
 
 
  

図−24 リスクと可能性評価による「まち」の姿 

＊関係人口： 観光客のような「交流人口」よりも深く、移住し定住する「定住人口」まではいかない、地域や地域の
人々と継続的に関わる第３の人口を指す。 

 
 

可能性

ベストシナリオ

産業創出 生活利便性向上

人口維持 交流増加

関係人口や賑わいが増え，
安心して暮らせる「まち」

ワーストシナリオ

産業衰退 生活利便性悪化

人口減少 交流停滞

 人口や賑わいは減少し，
維持が危ぶまれる「まち」

リスク

る
き
で
が
と
こ
す
か
生
を
性
能
可

リスクが増大する

市の人口減と少子高齢化の進行

鹿嶋の活力の源泉の喪失

上
向
の
質
の
活
生
る
よ
に
術
技
報
情

用
活
源
資
の
自
独
嶋
鹿

進
促
の
住
定

・
住
移
る
よ
に
因
要
択
選
地
住
居

入
導
の
業
産
い
し
新

徐々に衰退していく

　　　「まち」
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（２）これから想定されるシナリオ 

 ベストシナリオとワーストシナリオから，「まち」全体のシナリオと，25 年後の主役たちのイメ
ージを次のように描きました。 

表−２ これから想定されるシナリオ 
 【ベストシナリオ】 

関係人口や賑わいが増え， 
安心して暮らせる「まち」 

【ワーストシナリオ】 
人口や賑わいは減少し， 

維持が危ぶまれる「まち」 
「まち」全体のシナリオ ○情報技術の活用や都市の集約化

により生活利便性が向上し，継
続して関わる人の増加で定住人
口もある程度維持され，まちと
して持続することが可能になり
ます。 

○産業分野も既存産業と新しい産
業が共存し，観光産業やサービ
ス 産 業 も 活 発 化 す る こ と に よ
り，交流が増加します。 

○情報技術の活用や都市の集約化
が進まず，現在のまちの姿で，
生活支援機能の魅力が低下し，
移動の困難性も増加します。 

○産業の衰退が進み，人口減少や
交流の停滞が加速します。地域
活力も喪失し，伝統的な地域資
源の継承が困難になります。 

 
P19 で描いた 25 年後の主
役たちのイメージ ベストシナリオ ワーストシナリオ 

ⅰ⾃身の未来，社会の未
来を見据えながら，子
どもたちは希望を，若
者は⾃信を持って学ん
でいます 

○地域の歴史や暮らす力の経験か
ら学ぶ力が育まれ，デジタルや
多様性に対する理解を持ち，自
分らしさを持って世界で活躍で
きる人財が育ちます。 

○必要な教育は行われますが，自
身 の 未 来 に 希 望 や 自 信 が 持 て
ず，挑戦すること，変化に対応
することが苦手な人財が育ちま
す。 

ⅱ子育てや仕事に就いて
いる市⺠は，家族やコ
ミュニティに支えられ
ながら，不安を感じる
ことなく，心にゆとり
のある生活を営み，さ
らには地域社会への貢
献に楽しみを見つけな
がら暮らしています 

○必要な時に子育て支援サービス
が提供され，家庭生活のバラン
スがとれた仕事を通じて，キャ
リア形成や地域社会との連携が
進みます。 

○子育て支援サービスや仕事はあ
るものの，日々の暮らしの満足
や将来への希望が持てず，自分
や家族のみを考えて暮らしてい
ます。 

ⅲ時間に余裕ができ，⾃
身の生活を楽しむ世代
は，健康を保ち続ける
ことを心がけながら，
次世代に引き継げるよ
うまちづくりに参加し
ています 

○健康で自分の生活を楽しみなが
ら，社会参加が進み，活発な地
域活動の担い手として活躍して
います。 

○平均寿命は伸びていますが，社
会や地域との関わる機会がなく
孤立化が進み，社会保障に依存
して暮らしています。 

ⅳ事業者は時代に対応し
た変革を続け，地域を
支える役割を担い続け
ています 

○既存産業の変革と新しい産業の
導入が進み，雇用創出や地域経
済の活性化が進んでいます。 

○産業の衰退に伴い就業者の流出
が進み，地域経済の衰退が進ん
でいます。 

ⅴ行政は，スマート＆コ
ンパクトシティの実現
と財政基盤の強化を継
続しています 

○情報技術を活用した行政サービ
ス，業務効率の改善が進み，行
政職員が市⺠とともにまちづく
りに取り組む環境が整っていま
す。 

○情報技術は導入しているものの，
業務改善につながっておらず，事
務処理に人的資源を多く充当し，
まちづくりへの取組が十分できな
い環境となっています。   
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Ⅱ−３ 基本計画 【総 論】 
 基本計画は，「まち」の将来像「Colorful Stage KASHIMA」を実現するための各分野の基本政策
と政策指標を示すものです。基本計画を構成する分野については，先に示したまちづくりを支える
キーワードと，「まち」を創るための基本方針をもとに，施策分野や総合戦略への展開等を考慮して，
次のように設定します。 

 

１．基本計画の考え方（総合戦略の位置付け） 

（１）目指すべき基本目標の設定 
 25 年後に「Colorful Stage KASHIMA」を達成するために，基本計画の 10 年間を鹿嶋市の魅
力を磨く又は未来の危機に備える期間として捉え，「ひと」「まち」「しごと」づくりの視点から２
つの基本目標を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）10 年間の方向性を示す政策・施策の設定 
 ２つの目標を達成するために，基本計画の期間（2022~2031 年度）に取り組む政策の方向性を
示す「基本政策」と，より具体的に取組の方針を示す「施策」を設定します。 
 「施策」については，具体的に動きやすくするために，施策を担当する行政分野を見据えて，
今後の 10 年のベースをつくり危機に備える基本的な取組の方針を設定します。また，各施策につ
いて達成すべき数値目標を明確にするため，「施策指標」を設定します。 

 
（３）５年後までに達成すべき事業指標と総合戦略の設定 

   「施策指標」の達成に向けては，前期となる５年間で特に重点的に達成すべき具体的な指標と
して「事業指標」を設定します。また，事業指標を達成するための手段として「総合戦略」を定
め，戦略に沿って具体的な取組を実施します。 

  

将来像 
Colorful 
Stage 

KASHIMA 

基本 
目標 

現在 

鹿嶋市の魅力を磨く 
未来の危機に備える期間 

鹿嶋市が世界に向けて 
さらに飛躍する期間 

 

10 年後 

25 年後 

基本政策 施策 基本 
目標 

・10 年間の政策の方向
性を提示 

・基本的な取組の方針を
設定 

★施策指標 

・10 年間で達成を目指
す数値目標の設定 

★事業指標 
・５年間で重点的に達成

すべき事業指標の設定 

総合戦略 

・事業指標を達成する
ための手段の設定 

【基本計画 2022-2031】→ 方針 【総合戦略 2022-2026】→ 事業 
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２．基本目標の設定 

  将来像「Colorful Stage KASHIMA」を目指して，２つの基本目標を設定します。 
 基本目標−１は，「ひと」と「しごと」に関して，市⺠の暮らし方や意識，仕組みなどの人の活
動に係る分野の目標とします。 
 基本目標−２は，「しごと」と「まち」に関して，産業・経済やまちそのものの構造などの人の
活動を支える基盤に係る分野の目標とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 この 10 年で，鹿嶋市に暮らす人々，そして鹿嶋市に関わる多くの人々が，多様性を認め合い，
お互いに助けあいながら生きることを可能にする，そして，共に学びながら成⻑することを応援
し，個人個人が郷土の文化に誇りを持って，彩り豊かな人生を送れるようなまちとなるために，
「人生 100 年をあざやかに生きる」ための『ひと』づくり，『しごと』づくりを目指します。 

 
 
 
 

 この 10 年で，環境と経済のバランスがとれた未来に持続可能な経済社会システムを持った都市
への転換を図り，次の世代が安全・安心に過ごせるようにする，そして，鹿嶋市が培ってきた歴
史や文化，自然との共存を図り，彩のある豊かな暮らしを送るための基盤をこの地に整えるため，
「人生 100 年を支える舞台を整える」ための『まち』づくり，『しごと』づくりを目指します。 

 
  

基本目標−１ 人生 100 年をあざやかに「鹿嶋」で生きる しごと ひと 

基本目標−２  人生 100 年を支える舞台を「鹿嶋」に整える しごと まち 

まち 

 

 

ひと 

しごと 

基本目標−１ 

基本目標−２ 



Ⅱ 基本計画（2022-2031） 

34 

３．基本政策の設定 

 ２つの基本目標を達成するため，そして将来像として描いた 25 年後のイメージに向けて，５つ
の基本政策を設定します。 
 
 

（１）「人生 100 年をあざやかに『鹿嶋』で生きる」ための３つの政策 
 人の活動に係る分野について，25 年後のイメージを描くベストシナリオに近づけるため，「人生
100 年をあざやかに『鹿嶋』で生きる」３つの政策を設定します。 
 
 

■「人生 100 年をあざやかに『鹿嶋』で生きる」３つの政策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

人生 100 年を 

あざやかに 

「鹿嶋」で生きる 

３つの政策 

年齢，性別，国籍等にかかわらず，鹿嶋に暮ら
す人たちの多様な生き方を認め合い，お互いに
助けあうまちづくりに取組みます。 
（キーワード：「多様性」「子育て応援」） 

ⅱ 子育てや仕事に就いて
いる市⺠は，日々の生
活に不安を感じること
なく楽しく暮らしてい
ます 

ⅰ 未来を見据えて，子ど
もたちは希望を，若者
は⾃信を持ち学んでい
ます 

ⅲ ⾃身の生活を楽しむ世
代も，健康に心がけな
がら，まちづくりに積
極的に参加しています 

１ 多様性を理解し共に⽣きる 

鹿嶋の未来を担う人財を育みながら，⾃らも
共に学び成⻑し，新たな鹿嶋文化を生み出す
まちづくりに取組みます。 
（キーワード：「人財」「オーナーシップ」） 

２ 共に学び成⻑しながら⽣きる 

鹿嶋の強みであるスポーツを生かして，心身
の健康づくりに励み，一人ひとりが人生を豊
かに生きるまちづくりに取組みます。 

（キーワード：「スポーツ」「健康」） 

【25 年後の主役たちのイメージ】 【この 10 年間の政策として】 

３ スポーツに親しみ健康に⽣きる 
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（２）「人生 100 年を支える舞台を「鹿嶋」に整える」ための２つの政策 

 人の活動を支える基盤に係る分野について，25 年後のイメージを描くベストシナリオに近づけ
るため，「人生 100 年を支える舞台を「鹿嶋」に整える」２つの政策を設定します。 
 

■「人生 100 年を支える舞台を「鹿嶋」に整える」２つの政策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）「鹿嶋らしさ」を生かす 
 将来像「Colorful Stage KASHIMA」を実現するためには，各基本政策において，現状や課題
を認識するだけでなく，地域の 彩

いろどり
すなわち特色である「鹿嶋らしさ」をそれぞれの分野に生か

して，鹿嶋市ならではの必要な施策や事業を見極めていくことが重要です。 
このため，政策分野の現状と課題に加えて，「鹿嶋らしさ」を再認識したうえで，今後の具体的

な施策を図るものとします。 
 

  

人生 100 年を 

支える舞台を 

「鹿嶋」に整える 

２つの政策 

未来に持続可能な都市となるために，鹿嶋の豊
かな⾃然環境と経済のバランスがとれた産業へ
の転換となるまちづくりに挑戦します。 
（キーワード：「環境未来都市」） 

ⅳ 事業者は時代に対応し
た変革を続け，地域を
支える役割を担い続け
ています 

ⅴ 行政は，スマート＆コ
ンパクトシティの実現
と財政基盤の強化を継
続しています 

4 環境未来都市・⿅嶋をつくる 

台地上に形成される市街地を活用し，情報技
術や公共交通等による連携化を進め，安全・
安心かつ効率的なまちづくりに挑戦します。 

（キーワード：「スマート&コンパクト」） 

５ スマート＆コンパクトな⿅嶋を
つくる 

【25 年後の主役たちのイメージ】 

【この 10 年間の政策として】 

鹿嶋らしさ 
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４．基本計画の体系 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本目標−１ 人生 100 年をあざやかに「鹿嶋」で生きる ひと しごと 

施策 基本政策 

１ 多様性を理解し共に

生きる 

まちぐるみで子育てを 
応援する 

多様性 

多様なライフスタイルを 
応援する 

出生数／出生率 

人口の社会増数 

２ 共に学び成長しなが

ら生きる 

未来を担う人財 
「鹿嶋っ子」を育む 

人財育成 

豊かな鹿嶋文化を共に 
創り育む 

「将来の夢や目標を持って
いる」と答えた中学生の割
合 

「鹿嶋を誇れる」と答えた
中学生・高校生の割合 

スポーツに親しみ 
健康を維持する 

３ スポーツに親しみ健康

に生きる 

予防と適切な医療により 
心身ともに健康に過ごす 

スポーツ 
健康 

成人のスポーツ実施率 

平均自立期間 

施策指標 
【目標：2031 年度】 
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市街化区域内及び大野三駅

周辺の人口 

将来負担比率／実質公債費

比率 

コンパクトで安全なまち 
をつくる 

５ スマート＆コンパクト 

な鹿嶋をつくる 

スマートで持続可能な 
まちをつくる 

基本目標−２ 人生 100 年を支える舞台を「鹿嶋」に整える まち しごと 

施策 基本政策 施策指標 
【目標：2031 年度】 

主要宿泊施設の宿泊者数 

農水産物売上額 

鹿島港周辺の投資 

（固定資産税の課税標準額）

市域の温室効果ガス排出量 

（エネルギー起源二酸化炭

素） 

 

4 環境未来都市・鹿嶋を 

つくる 

既存産業のチャレンジを 

応援する 

環境未来
都市 

未来につながる産業を 

創出する 

豊かな鹿嶋の海や緑を 

未来へつなぐ 

雇用環境を守り 

生活の安定を維持する 
有効求人倍率 
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Ⅱ−４ 基本計画【各 論】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ 昔から土地に根付いて暮らす人，企業活動やスポーツ活動等を通じて一時的に暮らす人な

ど，鹿嶋市に関係する人々が，性別や年齢，国籍等を問わず，互いの生き方や個性を尊重し
合い，様々なライフスタイルが実現できる多様性のあるまちづくりを目指します。 

・ 共働き世帯やひとり親世帯の増加など家族や暮らしの形態が多様化するなか，どのような
状況下でも「まち」の宝である子どもを将来も安心して産み育てられるよう，子育て環境の
充実を進めるとともに，行政だけでなく地域や企業などとともに，市全体で子育てを応援す
るまちづくりを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
  

 基本政策１ 多様性を理解し共に生きる 
【多様性・子育て応援】 

■関連するＳＤＧｓ 
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■施策体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策１-１ まちぐるみで子育てを応援する 

施策１-２ 多様なライフスタイルを応援する 

（１）子どもを生み育てやすい環境づくり 
❶出会い・結婚，出産に至るサポートの充実 
❷総合的な子ども・子育て支援の充実 
❸子育てセーフティーネットの充実 
❹⺟子の健やかな育成支援 

（２）男女が共に支え合うまちづくり 
❶ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）の推進 
❷女性活躍の推進 

（１）ダイバーシティ＊社会の実現 
❶共に創り支え合う地域福祉の推進 
❷障がいへの理解と総合的な自立支援 
❸男女共同参画社会の実現に向けた意識改革と環境整備 
❹生活上の困難を抱える人への自立支援の充実 
❺人権の尊重 
❻地域コミュニティ等のつながりの維持 
❼多文化共生の推進 

（２）多彩な働き方，暮らし方の実現 
❶移住・定住の促進 
❷多様な働き方の応援 
❸多様な交流・関わりの創出 
❹公⺠連携による地域経済の活性化 

＊ダイバーシティ： 人々の多様性や様々な価値観，相違点等を意味する。「ダイバーシティ社会」とは，多様性を受容
し，一人ひとりを大切にする社会のこと。 
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■基本政策１を取り巻く現状・課題，「鹿嶋らしさ」 
 

◆鹿嶋市の合計特殊出生率は比較的高い⽔準であるものの，出生数，出生率は減少傾向 
・ 鹿嶋市の出生数は 平成 27 年以降減少傾向で，死亡数が出生数を上回る自然減の状況が続い

ています。 
・ 鹿嶋市の平成 25-29 年の合計特殊出生率＊1 は 1.79 で県内１位となり，同時期の全国（平成 27

年：1.45）・茨城県（平成 27 年：1.48）の数値と比較しても高い水準を保っています。一方で，
出生率＊2 では平成 30 年に全国の数値を下回り，令和元年には 6.7 まで低下しており，市全体の
人口に対して出産数が少ない，すなわち出産する女性が少ないことが課題となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆転入者数が転出者数を上回る状況は続いているが，社会増数は縮小 
・ 社会動態の推移をみると，転入者数が転出者数を上回る社会増の状況が続いていますが，近

年その差は縮小しています。 
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鹿嶋市
茨城県
全国

＊1 合計特殊出生率： 15〜49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの。一人の女性がその年齢別
出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当。市町村の場合，偶然の変動の影響が大きい
ため，各５年間のベイズ推定値（より広範囲の情報を加えて推計）を用いている。 

＊2 出生率： 当該年における「出生数÷総人口×1,000」（人口千対） 
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■出生数と死亡数の推移 

■出生率の推移 出典：「茨城県人口動態統計」 

出典：「茨城県人口動態統計」 
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◆女性の労働力率が増加し，結婚や出産での離職割合が縮小傾向。ライフスタイルが変化 
・ 鹿嶋市の年齢別の労働力率では，女性は上昇傾向にあり，働く女性の割合が増加しているも

のの，全国や茨城県と比較すると，20 代後半や 30 代前半の女性の労働力率が依然として低く
なっています。 

・ 小学校就学前の子どもの⺟親で「就労していない⺟親」は 26.8％で，うち７割以上が「就
労を希望」しています。（※鹿嶋市在住の０〜６歳の小学校就学前子どもの保護者へのアンケ
ート<H30.12 実施>） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★力を入れて取り組んできた総合的な子育て支援策を，暮らしやすさに生かす 
・ ４つの子育て支援センターと 3 つのつどいの広場を設

置しています。 
・ 夜間小児救急と病児保育の支援をしています。 
・ ランドセル支給，第 3 子以降の保育料等の無料化，子

宝手当，18 歳までの医療費助成等の市独自の支援策を実
施しています。 

・ 子育て応援サイトによる総合的な情報提供と移住・定
住サイトで PR，子育てハンドブックも配布しています。 

※「第２期鹿嶋市子ども・子育て支援計画」 
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■女性の年齢別労働力率の比較（平成 27 年） 

出典：「茨城県常住人口調査」 

出典：「国勢調査」 
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・ 出産・子育てを希望する人が，培った職業や経験・知識を途絶えさせずに，希望するライ
フプランを実現できるよう，出産・子育て環境の向上や支援体制の充実を目指します。 

・ 出産や子育ては男女が共に協力して行なうものという認識に立ち，家庭や職場，地域な
ど，まちぐるみで子育てを応援する機運の醸成や仕組みづくりを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）子どもを生み育てやすい環境づくり 

❶出会い・結婚，出産に
至るサポートの充実 

若者の出会いや結婚・出産を応援し，鹿嶋市で可能な仕事と家庭生活
の両立や子育てなどのライフスタイルを提案することにより，少子化対
策を推進します。 

❷総合的な子ども・子育
て支援の充実 

「子育てするなら鹿嶋市で」の理念に基づき，乳・幼児期の教育・保
育を一体的に提供するとともに，子どもの多様な居場所づくりや安全・
安心な環境づくりなど，子育て支援について，地域ぐるみでより一層の
充実を図ります。 

❸子育てセーフティーネ
ットの充実 

発達支援及び障がい児施策の充実や，ひとり親家庭等の自立支援，子
どもの虐待・貧困対策など，様々な環境にいる子どもの権利を守り，保
護者とともに温かく支える，子育てに優しい地域づくりを推進します。 

❹⺟子の健やかな育成支
援 

⺟親の妊娠・出産・産後の支援や乳幼児の健康相談，予防接種など，
妊娠期から⺟と子の健康を切れ目なく支援するとともに，地域連携によ
る小児医療の充実を図ります。 

  

施策１-１ まちぐるみで子育てを応援する 

・ 女性が仕事をしながら出産・子育てしやすい環境づくりに積極的に取組み，バ
ランスの取れた年齢構成の人口増を目指します。 

 
 
 
 

施策指標１-１：出生数／出生率 

【2021 年度】 
出生数 450 人／年 
出生率 6.75％／年 

【2031 年度】 
出生数 425 人／年 
出生率 6.75％／年 
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（２）男女が共に支え合う暮らしの実現 

❶ワーク･ライフ･バラン
ス（仕事と生活の調
和）の推進 

男女は子育てを担う対等なパートナーであり，互いに協力して子育て
するという意識啓発や理解促進とともに，子育て家庭が仕事と家庭生活
を両立できるよう，働き方改革の促進や，家庭や地域活動などへの男性
の参加促進を図ります。 

❷女性活躍の推進 

結婚や出産後も変わらず働き続けたい，キャリアアップや社会貢献を
したいなどの女性の思いが実現できるよう，働く場における環境の整備
や，再就職や能力開発のための学習の機会を提供するなど，女性が社会
参画するための総合的な支援を充実します。 
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・ 鹿嶋市に暮らす様々な人が多彩な個性を生かして生き生きと活躍し，それ自体が鹿嶋市の
新たな魅力となるよう，ダイバーシティ社会の実現に向けた仕組みづくりを目指します。 

・ 鹿嶋市に暮らす人々がコミュニティの内や外の様々な人と関わり，そこに生まれた暮らし
方，働き方が鹿嶋市の新たな活力になるよう，共創のまちづくりに取組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）ダイバーシティ社会の実現 

❶共に創り支え合う地域
福祉の推進 

地域コミュニティ，地域活動団体，NPO 法人，ボランティアなどが有
機的に連携し，「交流」「見守り」「手助け」をキーワードに地域の支え合
い・助け合いの仕組みづくりを進め，誰もが住み慣れた地域で安心して
自分らしく暮らせるよう地域福祉を推進します。 

❷障がいへの理解と総合
的な⾃⽴支援 

障がいのある人の権利を尊重するため，市⺠や事業者の「障がい」に
対する理解を深め，障がい福祉サービス等の提供体制の充実を図るとと
もに，障がい者の社会参加や生きがいのある暮らしを支えるための総合
的な支援体制の充実を図ります。 

❸男女共同参画社会の実
現に向けた意識改革と
環境整備 

性別に関わらず共同参画の意識を育むため，家庭・地域・学校などに
おける教育・学習の充実を図るとともに，社会のあらゆる分野におい
て，多様な視点や意見が公平・公正に反映されるよう女性の社会参画や
政策・方針決定過程への参画拡大を推進します。 

❹生活上の困難を抱える
人への⾃⽴支援の充実 

様々な生活上の困難や課題を複合的に抱える人などが安心して暮らせ
るよう，生活支援や就業支援等を行うとともに，情報の提供や相談支援
体制の充実など，包括的な取組を推進します。 

  

施策１-２ 多様なライフスタイルを応援する 

・ 様々な人が自分に合ったライフスタイルを選択できるよう，社会の仕組みや働
き方，暮らし方のバリエーションを豊かにし，人口の社会増を目指します。 

 
 
 
 

施策指標１-２：人口の社会増数 

【2021 年度】 
110 人／年 

【2031 年度】 
110 人／年 



鹿嶋市第四次総合計画 

45 

 
 

❺人権の尊重 
人権尊重思想の普及高揚を図り，市⺠一人ひとりがお互いを認め合い，

人権を尊重することの重要性を認識するとともに，その認識が日常生活の
中で態度面，行動面等において根付くことを目指します。 

❻地域コミュニティ等
のつながりの維持 

高齢者，障がい者，外国人，移住者等，多様な人々が生き生きと地域の
中で暮らし続けるためには，地元の支えやつながりが必要不可欠であり，
その基盤となる地域コミュニティを維持していくために必要な支援や時代
に即したつながりづくり等に取組みます。 

❼多文化共生の推進 

行政・生活情報の多言語化や相談体制の整備を進め，多文化共生の意識
啓発・醸成や外国人住⺠の社会参画支援，さらに外国人住⺠と共に地域活
性化の推進・グローバル化への対応を行い，多様性と包括性のある社会を
実現します。 

 
 
 

（２）多彩な働き方，暮らし方の実現 

❶移住・定住の促進 
都心へのアクセスの良さと自然の豊かさの両方を持ち合わせるロケー

ションの良さを生かし，関東近郊への移住需要を取り込むため，空家・
空地等を活用した移住・定住の促進に取組みます。 

❷多様な働き方の応援 
市内で働ける可能性を広げるために，就職・就業支援や起業支援を行

うとともに，テレワーク＊1 やワーケーション＊2 など企業の多様な働き方
に向けた就業環境づくりを支援します。 

❸多様な交流・関わりの
創出 

観光やスポーツ観戦をきっかけとした交流を図り，鹿嶋市に興味を持
つ人を増やすとともに，鹿嶋市アントラーズＰＲ大使＊3 やＳＮＳ＊4 を活
用した情報発信に取組み，鹿嶋を応援し将来的な社会増へとつながる可
能性のある関係人口の増加を図ります。 

❹公⺠連携による地域経
済の活性化 

鹿嶋市と⺠間事業者が各々の技術や資金，資産等の強みを生かし地域
課題を解決していく公⺠連携を繰り返し実施していくことによって，市
外⺠間事業者へ鹿嶋市の魅力を伝え，市内への企業誘致，地域活性化に
つなげていきます。 

   

 
＊1 テレワーク： ＩＣＴ（情報通信技術）を利用し，時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方。 
＊2 ワーケーション： 仕事（ワーク）と休暇（バケーション）を組み合わせた造語で，地方やリゾート地などで働き

ながら休暇を過ごすこと。 
＊3 鹿嶋市アントラーズＰＲ大使： 鹿嶋市の知名度アップを図るとともに地域の活性化につなげるため，鹿島アント

ラーズと鹿嶋市をＰＲし応援する方を大使として任命している。 
＊4 ＳＮＳ： ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service）の略で，登録された利用者同士が

交流できる Web サイトの会員制サービスのこと。 
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・ 急激に変化する社会情勢や先の見通しにくい時代のなかで，無限の可能性を持つ子どもた

ちがそれぞれの 彩
いろどり

（個性）を生かして，力強く生き抜くたくましさと柔軟さを持ち，将来
鹿嶋市を支える一人となり得るよう，未来に羽ばたく「鹿嶋っ子」の育成を目指します。 

・ 全国に誇る鹿島神宮や鹿島アントラーズといった地域資源を鹿嶋の魅力として市⺠が改め
てその価値を再認識し，市⺠以外にもその魅力を広め，共感しあえる鹿嶋市ファンととも
に，新たな鹿嶋市の魅力づくりを目指します。 

 

 
 
 
 
 
 
  

 基本政策２ 共に学び成⻑しながら生きる 
【人財・オーナーシップ】 

■関連するＳＤＧｓ 
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■施策体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策２-１ 未来を担う⼈財「⿅嶋っ子」を育む 

施策２-２ 豊かな⿅嶋⽂化を共に創り育む 

（１）たくましく柔軟な子どもを育む学校教育 
❶幼児教育と子育ての総合的な支援 
❷学び高め合う学校教育の推進 
❸生きる力を育む教育の推進 
❹時代の要請に応えるＩＣＴ教育の推進 
❺安全で特色ある教育環境づくり 

 
（２）学校・家庭・地域と連携した「共育」 

❶家庭教育への支援 
❷地域の教育力の向上 
❸⻘少年健全育成の推進 

（１）シビックプライドを育てる「郷育」 
❶郷土理解教育の推進 
❷郷土の歴史・文化の保全と継承 
❸郷土の歴史や文化を学び親しめる環境の整備 

（２）共に創り育む「鹿嶋文化」 
❶生きがいづくりへとつながる主体的な生涯学習の推進 
❷地域の絆づくりとオーナーシップの醸成 
❸ＳＤＧｓを意識した国際理解教育の推進 
❹ＳＮＳ等を活用したシティ・プロモーション 
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■基本政策２を取り巻く現状・課題，「鹿嶋らしさ」 
 

◆市内の 18 歳未満の子どもの数は，近年減少傾向 
・ 鹿嶋市の 18 歳未満の子どもの数は，令和３年１月１日現在で 9,836 人で，近年の推移をみる

と，平成 29 年以降減少に転じています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆社会の変化に柔軟に対応し，『生きる力』を身につける教育が重要 
・ 新型コロナウイルスの感染拡大により，「GIGA スクール構想」が加速度的に推進され，鹿嶋

市においても 2021（令和３）年度中に１人１台のノートパソコンを，全ての児童生徒に配付し
ています。 

・ 2020 （令和２）年に開始した新学習指導要領では，社会がどんなに変化して予測困難になっ
ても，自ら課題を見つけ，自ら学び，判断して行動できる『生きる力』を身に着けることが目
標とされています。 

 
◆市内の高校生は，25 年後鹿嶋市が「良くなる」と「変わらない」が４割，「悪くなる」が２割 
・ 市内に通学している高校２年生へのアンケート（R3.2 実施）によると，25 年後の鹿嶋市は現

在と比べると，「良くなる」と「変わらない」が各４割ではぼ同じ割合，「悪くなる」が２割と
なっています。 

・ 「悪くなる」と答えた生徒の多
くは，高齢化や人口減少，若者の
流出等の理由を挙げています。 
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（人）
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０歳
１〜２歳
３〜５歳
６〜11歳
12〜14歳
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（小学生） 

（中学生） 

（未就学児） 

38.0%

23.7%

38.2%

0.0%

良くなる

悪くなる

変わらない

無回答

ｎ＝502 

出典：「鹿嶋市第四次総合計画」 
「市⺠意識調査（高校生）」（R3.2 実施） 

■25 年後の鹿嶋市について 

出典： 「茨城県常住人口調査」（各年１月１日現在）

■子どもの数の推移 
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★英語教育や事業者（鹿島アントラーズなど）と連携した教育等の市独自の取組を「鹿嶋っ子」
の「共育」に生かす 

 ・ グローバルな視野を持ち，市の魅力を世界に発信できる人材を育成するため，文部科学省の教
育課程特例校制度に市独自の外国語（英語）カリキュラムを申請し，小学 1 年生から外国語（英
語）活動を実施しています。 

・ 子どもたち一人一人が，社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生き方を実現して
いくため，学校と市内事業者（鹿島アントラーズ，飲食店など）が連携し，より豊かな体験の機
会（職業人による講演，職場体験など）を作り，子どもたちの将来の夢や目標を育んでいます。 

      
    
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

★鹿島神宮等の地域に根付いた歴史や文化を「郷育」に生かす 
・ 鹿嶋市の歴史は，旧石器時代にまで遡ることができます。その時代の遺物であるナイフ形石

器や尖頭器が発見されています。 
・ 鹿島神宮は，日本建国・武道の神様

である「武
たけ

甕
みか

槌
づち

大神
の か み

」を御祭神とす
る，神武天皇元年創建の由緒ある神社
です。 

・ 市内には様々な歴史や文化財等が各
所に残されており，マンガでもわかり
やすく歴史を紹介しています。 

 

◎「鹿嶋っ子」の定義 
鹿嶋市に住んだこと，学んだこと，働いたことにより，鹿嶋の歴史や風土，先人たちの心を十分
に理解し鹿嶋を郷土の一つとする誇りを持ちつつ，他の地域の文化や価値観を理解した上で多様
な選択を自らの力で決断できる人，この鹿嶋市で生まれ育ったことを人格形成の土台として，自
分の生き方を創造し，そのことによって地域の人たちと豊かな生活を築いていこうとする人。 
 ※「第Ⅱ期鹿嶋市教育振興基本計画」 

R3.1 キャリア教育授業 

鹿嶋らしさ 

鹿島神宮 楼門 
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・ 未来を担う人財「鹿嶋っ子」を育むために中心となる学校教育においては，これからの国
際化社会で必要なスキルや，生き方の選択に役立つ教育を充実させ，子どもたちが自ら考
え，将来の夢や目標を描ける機会の充実を目指します。 

・ たくましく柔軟な子どもたちを育てるためには，学校だけでなく家庭での教育や社会での
経験が重要であり，家庭や地域との連携により，皆で将来の鹿嶋市を担う子どもや若者の育
成に取組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）たくましく柔軟な子どもを育む学校教育 

❶幼児教育と子育ての総
合的な支援 

乳幼児期からの発達や学びの連続性を踏まえ，幼稚園・保育園・認定
こども園連携による幼児教育を推進し，小学校教育への円滑な接続を図
ります。 

❷学び高め合う学校教育
の推進 

基礎的・基本的な知識・技能の習得に加え，課題解決に必要な思考
力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向上を図り，一人ひとりに自
他を大切にする心や自己肯定感を育みます。 

❸生きる力を育む教育の
推進 

多様な体験学習やボランティア活動への参加，道徳や人権教育などに
加え，英語教育やキャリア教育などの更なる充実により，困難な時代を
生き抜く力を育む学校教育を推進します。 

❹時代の要請に応える 
ＩＣＴ教育の推進 

教育環境について，Society5.0 時代に対応しうるＩＣＴ機器を充実し，
一人一台端末環境における個別最適な学びと協働的・探究的な学びの推
進や情報活用能力を育成します。 

  

施策２-１ 未来を担う⼈財「⿅嶋っ子」を育む 

・ 未来を担う人財を育むため，「将来の夢や目標を持っている」生徒が増えるよ
うな，子どもたちが未来を描ける教育や社会づくりを目指します。 

 
 
 
 

施策指標２-１：「将来の夢や目標を持っている」と答えた中学生の割合 

【2021 年度】 
71％／年 

【2031 年度】 
80％／年 
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❺安全で特色ある教育環
境づくり 

児童生徒の学習，生活の場である学校施設については，⻑寿命化対策
や防災機能の充実などの安全性の向上を図り，学校・家庭・地域が連携
して，特色のある学校づくりや学校運営に取組みます。 

 
 
 

（２）学校・家庭・地域と連携した「共育」 

❶家庭教育への支援 

基本的な生活習慣や社会的マナーなどを育む場である家庭教育を支援
するため，学習機会や情報提供，相談体制の充実を図るとともに，家
庭・学校・地域が連携したネットワークづくりなど，社会全体で家庭教
育を支援する取組を推進します。 

❷地域の教育力の向上 

子どもが，地域社会の構成員として社会性や人間性を養う機会とし
て，市⺠やコミュニティとの協働による学校外活動の充実や地域参加へ
の促進，学校教育と社会教育との連携により，人と人とのつながりを生
むことで，地域の教育力の向上に取組みます。 

❸⻘少年健全育成の推進 

⻘少年が心の豊かさやたくましさを育むと同時に，世代の異なる人た
ちが交流できるよう，体験活動や交流活動を支援するとともに，相談体
制の充実やロールモデルの提示など，若者が生き生きと活躍しやすい環
境づくりに取組みます。 
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・ 子どもも大人も共に，鹿島神宮，鹿島開発，鹿島アントラーズといった鹿嶋市の歴史や特
色に触れる機会を増やし，郷土愛を持って魅力を未来につないでいくことを目指します。 

・ 市⺠以外の方にも，鹿嶋市に興味を持ってもらえる場や，共感し応援してもらう機会を充
実することで，関係人口や交流人口を増やし，新たな鹿嶋文化の創出につなげることを目指
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）シビックプライド*を育てる「郷育」 

❶郷土理解教育の推進 

ふるさと鹿嶋を理解する心を育むため，「郷土かるた」や副読本などを
活用しながら，郷土の先人の業績や地域の歴史，祭事等の伝統文化につ
いての学習を充実するとともに，郷土理解教育の指導の充実を図りま
す。 

❷郷土の歴史・文化の保
全と継承 

鹿島神宮をはじめ，剣聖塚原ト伝，鹿島開発，鹿島アントラーズの活
躍と続いてきた歴史や文化について，文化財や資料などの保存，展示，
記録 を適切に進め，更にその素晴らしさを公開発信していくための書籍
化やデジタル化などに取組みます。 

❸郷土の歴史や文化を学
び親しめる環境の整備 

子どもたちや市⺠，または鹿嶋市を訪れる人が気軽に歴史を学べるよ
う，郷土の歴史について楽しく学べる施設や環境を整備し， 実際の資料
に触れたり，親子で体験活動が出来るような事業を展開し ます。 

 
 
 
 

施策２-２ 豊かな⿅嶋⽂化を共に創り育む 

・ 若者が鹿嶋の歴史，文化を理解し，愛着を持ち続けられるよう，郷土教育等の
機会を充実し「鹿嶋を誇れる」若者を増やすことを目指します。 

 
 
 
 

施策指標２-２：「鹿嶋を誇れる」と答えた中学生・高校生の割合 

【2021 年度】 
− 

【2031 年度】
70％／年 

 
＊シビックプライド： まちに対する誇り、愛着、共感。また、まちのために自ら関わっていこうとする気持ち。 
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（２）共に創り育む「鹿嶋文化」 

❶生きがいづくりへとつ
ながる主体的な生涯学
習の推進 

いつでもどこでも自らを高める学習環境の充実や多様な学習機会の充
実を図り，市⺠の主体的な学習活動を支援するとともに，能力や経験が
生かされ，生きがいへとつながる仕組みづくりに取組みます。 

❷地域の絆づくりとオー
ナーシップの醸成 

子どもから高齢者まで世代を超えた幅広い交流を推進し，地域の絆づ
くりを図るとともに，地域づくりの中心的な役割を担う地区まちづくり
委員会の活動を支援し，自分事としてまちづくりに取り組む意識を醸成
します。 

❸ＳＤＧｓを意識した国
際理解教育の推進 

鹿嶋の海や陸の豊かさを知り，未来に向けて行動する人を育成するた
めには，国際社会や地球を取り巻く様々な課題を自分自身の問題として
捉えていくことが必要であり，ＳＤＧｓを意識し課題解決につなげる力
を育む教育を推進します。 

❹ＳＮＳ等を活用したシ
ティ・プロモーション 

鹿嶋の魅力を市内外に発信し，人やモノの流れを生んで地域経済を活
性化させるため，ＳＮＳ等を活用して，より多くの若者や子育てをする
家族等に向けてプロモーションを行い，共に未来の鹿嶋を創り育む関係
人口の増加を図ります。 
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・ 人生 100 年時代を意義あるものとするため，医療や介護が必要になる期間をできるだけ減

らして，鹿嶋市に暮らす人々が生活の質を維持し，彩り豊かな人生を送れるよう，鹿嶋市の
特色であるスポーツを生かした取組で心身ともに健康な暮らしづくりを目指します。 

・ 市⺠の日常において食事の管理や運動習慣などのヘルスケアやフレイル（虚弱状態）対策
を充実することで，生産年齢人口の減少に対して幅広い世代で健康に働く人の確保や，高齢
化に伴い懸念される介護の負担や社会保障費の増加を抑制することなどを目指します。 

 
 
 
 
 
 
  

 基本政策３ スポーツに親しみ健康に生きる 
      【スポーツ・健康】 

■関連するＳＤＧｓ 
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■施策体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策３-１ スポーツに親しみ健康を維持する 

施策３-２ 予防と適切な医療により⼼⾝ともに健康に過ごす 

（１）スポーツ活動・交流の推進 
❶ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 
❷スポーツによる交流の推進 
❸スポーツ環境の整備・充実 

（２）生活習慣改善と心身の健康づくり推進 
❶健康に関する生活習慣改善の推進 
❷ライフステージに応じた心身機能の維持・向上 
❸健康を支え守るための社会環境の整備 
❹高齢者の社会参画の促進 

（１）地域医療体制の充実とヘルスケアの推進 
❶地域医療体制の維持・確保 
❷生活習慣病の発症予防と重症化予防の推進 
❸感染症対策の推進 
❹次世代ヘルスケアへの取組推進 

（２）みんなで支え合う地域包括ケアシステムの推進 
❶高齢者の暮らしを支える地域づくり 
❷介護・フレイル予防の推進 
❸認知症対策と在宅における医療と介護の支援 
❹介護サービスの充実 
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■基本政策３を取り巻く現状・課題，「鹿嶋らしさ」 
 

◆高齢者が増え，一人当たり医療費は増加傾向。健康寿命の延伸が重要 
・ 鹿嶋市の 65 歳以上の人口は令和２年には３割以上となっています。 

（要支援・要介護者では，要支援１から要介護２までの軽度の認定者が６割以上） 
・ 国⺠健康保険加入者一人当たりの医療費は，国や県と比較して低いものの年々増加傾向で

す。（生活習慣病に関し，悪性新生物，糖尿病，高血圧症の占める割合が国・県より高い） 
・ 鹿嶋市の平均自立期間（健康寿命）は，男性 78.7 歳，女性 83.5 歳で平均寿命と平均自立期

間の差は，男性で 0.9 歳，女性で 2.6 歳となっています。（※「第二次健康かしま 21」より） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「第二次健康かしま 21」 
   「茨城県常住人口」（各年 10 月１日） 

出典：「第二次健康かしま 21」 
   「茨城県国保連合会提供データ」 

■

■
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◆かかりつけ医等の地域医療体制の充実が必要 

 ・ 2025 年には団塊の世代すべてが 75 歳以上， 2040 年には団塊ジュニア世代が 65 歳以上とな
る 2025･2040 年問題を見据え，医療・介護の連携等による地域包括ケアシステムが課題となっ
ています。 

・ 市内の医師数は充実しつつありますが，周辺も含めた鹿行地域としては県内の中で最も少な
くなっています。 

 
 

     ■鹿嶋市及び周辺の医師数 
 人口 10 万人あたりの医師数（人） 

Ｈ26 Ｈ30 県内順位 
茨城県 169.5 187.1 - 
鹿行地域 85.6 91.5 ５位/５地域 
鹿嶋市 136.2 145.0 13 位/44 市町村 

 
 
 
 
 
 

★スポーツ先進のまちづくりを健康づくりに生かす 
・ 鹿嶋市はＪリーグ・鹿島アントラーズのホームタ

ウンであり，2020 東京オリンピック・パラリンピッ
クのサッカー競技会場となるなど，「スポーツ先進の
まち」として，スポーツを市⺠の暮らしやまちづく
りに積極的に生かす取組を進めてきました。 

 ・ 「第２次鹿嶋市スポーツ推進計画」（2012-2021）
では，「いつでも・どこでも・誰もがスポーツを楽し
める，生涯スポーツ社会の実現」を計画の理念とし
ています。 

 
★健康・医療情報を活用して PDCA サイクルに沿った

効果的かつ効率的な保健事業の実施 
 ・ 「保健事業の実施等に関する指針」（厚生労働省告

示）に基づき，データヘルス計画を定め，糖尿病や
高血圧等の発症予防や重症化予防等生活習慣病対策
の実施及び評価を行い，被保険者の健康増進によ
り，医療費の適正化及び保険者の財政基盤強化を目
指しています。 

出典：「茨城県社会生活統計指標-令和 2 年-」 

鹿嶋らしさ 

茨城県立カシマサッカースタジアム 

鹿嶋市立カシマスポーツセンター 

屋内温水プール「いきいきゆめプール」 



Ⅱ 基本計画（2022-2031） 

58 

 
 
・ 鹿嶋市は，これまでも地域の特性としてサッカーをはじめ，武道，海岸を活用したビーチ

スポーツなどの様々なスポーツ活動への取組が盛んに行われてきました。 
・ 市⺠の暮らしにスポーツや運動に取り組める機会を充実し，これらを通じた交流活動等を

広めることで，子どもから大人まで楽しみながら健康の維持・改善に取り組める環境づくり
を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）スポーツ活動・交流の推進 

❶ライフステージに
応じたスポーツ活
動の推進 

年齢や障がいの有無などに関わらず，誰もがスポーツに親しむこ
とのできる生涯スポーツ社会を実現するため，スポーツに関する各
団体との連携を深めて活動を推進し，市⺠生活におけるスポーツの
習慣化を図ります。 

❷スポーツによる交
流の推進 

「観る」「体験する」「交流する」というスポーツの多様な側面を
生かしたスポーツ大会やイベントの開催などを通じて，様々な交流
活動を積極的に推進し，市のＰＲや経済活動の活性化など，まちづ
くりに貢献する活動を推進します。 

❸スポーツ環境の整
備・充実 

市⺠の誰もが，いつでも，どこでも，スポーツを楽しむことので
きるよう，スポーツ機会の提供や指導者の育成，スポーツ関連施設 
の整備，情報の収集・提供などスポーツ環境の充実を図ります。 

 
 

  

施策３-１ スポーツに親しみ健康を維持する 

・ 様々な場面でスポーツや運動を積極的に取り入れ，一人ひとりが日頃から成人
病等の予防に努め，心身を健康に保つことを目指します。 

 
 
 
 

施策指標３-１：成人のスポーツ実施率 

【2021 年度】 
− 

【2031 年度】 
65％／年 



鹿嶋市第四次総合計画 

59 

 

（２）生活習慣改善と心身の健康づくり推進 

❶健康に関する生活習慣
改善の推進 

健康寿命の延伸には，⻑年の生活習慣及び生活環境が大きな影響を及
ぼすことから，栄養・食生活の改善や身体活動・運動など良い生活習慣
を身につけ実践できるよう，生活習慣改善の推進を図ります。 

❷ライフステージに応じ
た心身機能の維持・向
上 

乳幼児期から高齢期まで，ライフステージに応じた心身機能の維持・
向上に取り組むとともに，生活習慣病を予防し，その発症時期を遅らせ
ることができるよう，子どもの頃から健全な生活習慣づくりに取組みま
す。 

❸健康を支え守るための
社会環境の整備 

健康に関する正しい情報や毎日の生活習慣を見直すヒントを積極的に
発信するほか，行政，地域，企業，⺠間団体などの積極的な参加協力に
より，総合的な健康づくり支援環境の整備を図ります。 

❹高齢者の社会参画の促
進 

高齢者がいつまでも健やかで自立した生活を送るために，自分の好き
なことに取組んだり，他者との関係性の中での役割を持って生活できる
よう，活動機会や情報の提供などの環境づくりを推進します。 
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・ 地域医療や予防医療体制の充実で重症化の予防を図り，あらゆる世代が将来にわたり鹿嶋
市の中で持続的に暮らしていけるような医療体制の確保を目指します。 

・ 高齢になっても，また一人になっても地域の中でお互いに助け合いながら豊かに生きられ
る社会を目指すとともに，減少する若い世代の負担を少しでも減らし，将来に希望が持てる
社会づくりを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）地域医療体制の充実とヘルスケアの推進 

❶地域医療体制の維持・
確保 

市⺠が安全で安心な暮らしを送れる地域づくりを進めるため，市内や
周辺地域で不足する診療科の医師の確保や，二次救急医療体制の維持な
どを図ります。 

❷生活習慣病の発症予防
と重症化予防の推進 

鹿嶋市の主要な死亡原因であるがん及び循環器疾患への対策に加え，
患者数が増加傾向にあり，かつ，重大な合併症を引き起こす恐れのある
糖尿病について，発症予防に加え，検診の受診率の向上などにより重症
化予防の推進を図ります。 

❸感染症対策の推進 
新型コロナウィルス感染症対策等での課題を踏まえて，感染症予防と

対策について，市⺠が適切な行動がとれるよう正しく迅速な対応や情報
提供を行うとともに，普及啓発を図ります。 

❹次世代ヘルスケアへの
取組推進 

ＩＣＴやＡＩ等の技術を活用することにより，医療・介護現場の質や
生産性の向上，さらには働き方改革につながる支援を行うとともに，医
療等に係る個人データを分析し，市⺠個人の健康増進につながる示唆，
さらには行動変容を促せる方策にも取り組んでいきます。 

 

施策３-２ 予防と適切な医療により⼼⾝ともに健康に過ごす 

・ 健康で自立して生活できる期間を延伸し，地域の中でできるだけ⻑く自分らし
い生き方を実現できる社会を目指します。 

 
 
 
 

施策指標３-２-１：平均⾃⽴期間 

【2021 年度】 
男性 79.6 年 
女性 83.7 年 

【2031 年度】 
男性 80.0 年 
女性 84.0 年 
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（２）みんなで支え合う地域包括ケアシステムの推進 

❶高齢者の暮らしを支え
る地域づくり 

地域の高齢者の生活を支えるため，地域包括支援センターを中核とし
て身近な地域における総合的な相談支援体制と必要なサービス環境の充
実を図るとともに，地域の中で市⺠同士がつながりを持った支援体制づ
くりの構築を図ります。 

❷介護・フレイル予防の
推進 

高齢者がいつまでも住み慣れた地域で自立した生活を送ることができ
るよう，保健事業との一体的な介護予防の取組を推進し，要介護状態に
至る前段階のフレイル予防や対策を図ります。 

❸認知症対策と在宅にお
ける医療と介護の支援 

今後，認知症の更なる増加が見込まれるため，認知症に対する早期発
見・対応・支援の仕組みづくりや権利擁護を推進します。 

また，加齢に伴う疾病を抱えても自宅で自分らしい生活を続けること
ができるよう，医療と介護の連携を強化するとともに，家族や親族の，
精神的・身体的な負担軽減を図ります。 

❹介護サービスの充実 
介護が必要な状態となった高齢者については，必要とする人が必要と

するサービスを確実に受けられるよう，近隣自治体と連携してサービス
を円滑に提供する体制の整備を図ります。 
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・ 鹿嶋市は南北に⻑く，東⻄は海と湖に囲まれ，また，斜面地の緑が特徴的な自然豊かな

「まち」ですが，近年のひとの活動は地球の温暖化を進行させ，気候の変動による自然災害
の大規模化や生態系への影響をもたらしているとされています。環境とひとの活動の向き合
い方を再考する時期を迎えています。 

・ 地球全体で持続可能な脱炭素社会への取組が求められるなか，鹿嶋市では，海と緑に囲ま
れた豊かな環境を保全しながら，それらを生かして産業活動・経済活性化と両立する新たな
環境未来都市への挑戦に取組みます。 

 
 
 
 
 
 
  

 基本政策４ 環境未来都市・鹿嶋をつくる 
      【環境未来都市】 

■関連するＳＤＧｓ 
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■施策体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（１）地球環境に配慮した持続可能なまちづくり 
❶脱炭素への取組と気候変動への適応／❷資源を有効利用する循環型社会への取組 
❸次世代への継承と事業者とのパートナーシップ 

（２）鹿嶋の自然と共生するまちづくり 
❶緑の保全と活用／❷河川・湖沼，海岸の水辺の保全と活用 
❸公園等の都市の緑の確保と整備／❹公害等のリスクの防⽌／❺景観の保全 

施策４-１ 既存産業のチャレンジを応援する 

施策４-２ 未来につながる産業を創出する 

（２）農水産業のチャレンジ推進 
❶新たな担い手の育成・支援／❷スマート技術の活用などの生産性向上の支援 
❸６次産業化や地産地消への取組／❹特産品のブランド化の推進 

（３）商工業のチャレンジ推進 
❶中心市街地の活性化／❷既存商工業者の経営支援体制の強化 
❸起業・創業支援体制の充実／❹企業誘致・既存企業の新規事業への参入 
❺中小企業のＩＣＴ活用支援 

（１）観光業のチャレンジ推進 
❶重点地域資源への誘導，アクセス向上／❷地域資源の観光ブランド化 
❸スポーツツーリズム等の充実／❹ワーケーション等の滞在コンテンツの充実 
❺効果的なプロモーション戦略 

施策４-３ 豊かな⿅嶋の海や緑を未来へつなぐ 

施策４-４ 雇用環境を守り生活の安定を維持する 

（１）雇用環境を守るまちづくり 
❶就労支援の充実／❷ＵＩＪターンの促進 
❸就労環境の改善と勤労者メンタルヘルス等の充実 

（２）消費環境を守るまちづくり 
❶消費者意識の啓発と消費者保護の体制づくり 

（２）スポーツを核とした地域経済の活性化 
❶観光産業との連携／❷ヘルスケア産業等の新たな時代に必要な産業の創出 
❸スポーツ・賑わい拠点の創出 

（１）グリーン成⻑分野への挑戦 
❶再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾(基地港湾)の整備と利用促進 
／❷グリーン成⻑分野等の新たな産業創出 
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■基本政策４を取り巻く現状・課題，「鹿嶋らしさ」 

◆社会・経済活動と温室効果ガスの削減の両立が課題 
・ 世界全体において，気候変動の進行で予想される影響に備えることや，社会・経済や暮らし

の質を保ちながら温室効果ガスの排出を削減していくことが大きな課題となっています。 
・ 鹿嶋市域の温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の推移をみると，産業部門での排出量が７割

以上であるものの，排出量は大幅に減少してきており，今後は社会・経済活動と温室効果ガス
の削減の両立や，その他の運輸部門や家庭部門での削減が課題となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆鹿嶋市の就業者の人口比率は第３次産業が約６割。第１次，第２次産業の割合は減少 
・ 就業者数では第３次産業の割合が高くなっています。第１次産業は５％未満で少なく，第２

次産業の割合は年々減少してきましたが，H22 から H27 はどちらもほぼ変化していません。 
・ 就業者人口は H22 に一時減少したものの 20 年前からほぼ横ばいとなっています。 
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■産業別人口比率の推移 

出典：「国勢調査」 

出典：「鹿嶋市環境基本計画」 
   環境省「自治体排出量カルテ」 
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◆農業は産出額，経営体数ともに減少 
 ・ 農業は，農業産出額が少しずつ増えていましたが近年は減少し，経営体数も減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆製造業の製造品出荷額，事業所数は年々減少。商業は商店数，年間販売額共に若干回復傾向 
 ・ 製造業は，製造品出荷額が上下しながら徐々に減少し，事業所数も年々減少しています。 
 ・ 商業は，商店数・年間販売額共に一時低下したものの，若干回復傾向にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆観光は日帰り客が中心。観光入り込み客数は，近年は横ばい 
 ・ 鹿嶋市の観光は日帰り客が９割近く。 
 ・ 鹿島神宮の文化・歴史資源以外

の認知度が低くなっています。 
 ・ 近年の観光入り込み客数は概ね

横ばいですが，令和２年はコロナ
禍の影響が大きく，前年度の
54.8％まで落ち込んでいます。 
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■観光入込客数の推移 
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★鹿嶋市の豊かな環境資源や地域資源を，新たな産業の創出やチャレンジに生かす 
・ 海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾（基地港湾）に指定された鹿島港外港地区を核

とした，洋上風力関連産業の拠点化により地域産業の活性化が期待されています。基地港湾
は，国の鹿島港外港地区国際物流ターミナル（-12m）整備事業において，洋上風力発電設備の
効率的な輸送・建設を可能とし，洋上風力発電の導入促進を図るため，岸壁の整備，地耐力強
化等の港湾施設の整備が行われています。 

・ 海や鹿島港を活用した洋上風力等の再生可能エネルギーの導入や，これを核としてグリーン
成⻑戦略の流れに沿った新分野での産業創出が期待されています。 

 ・ 鹿島灘はまぐり，鹿島だこ，メロン及び汐菜キャベツといった「鹿嶋ブランド」の特産品，
鹿島神宮等の歴史・文化や鹿島アントラーズを核としたスポーツ産業は地域の強みとなってい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業 

出典：令和３年度第３回 関東地方整備局事業評価監視委員会資料 

■特産品 

■（一社）アントラーズホームタウン DMO の概要 

鹿島灘はまぐり，メロン， 
鹿島だこ，汐菜キャベツ  

出典：「鹿嶋市観光基本計画」 

鹿嶋らしさ 

アントラーズホームタウンＤＭＯは，鹿行５市と
⺠間４社によると鹿行 5 市による官⺠一体型の法人
で，鹿島アントラーズのブランド力や⺠間のマーケ
ティング力を生かしながら，スポーツ観光を軸に
「地域の稼ぐ力」を増強する事業を展開。 

出典：「一般社団法人アントラーズホームタウン DMO 
紹介資料」 
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・ 首都圏や成田空港に近い地の利，鹿島神宮や鹿島アントラーズといった全国ブランド，海
を活用したマリンスポーツ，緑の中のアウトドアなど，鹿嶋市が持つ様々な地域資源を活用
した観光スタイルにより地域経済の活性化へとつなげる挑戦を積極的に支援します。 

・ 農水産業は，大地や海などの自然に直接働きかけ，生活に不可欠な「食」を得る産業で
す。未来に向けて商工業と連携した６次産業化やスマート化等，産業の枠を超えた新たな挑
戦を積極的に支援します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）観光業のチャレンジ推進 

❶重点地域資源への誘導，
アクセス向上 

鹿嶋市の重点地域資源である鹿島神宮，茨城県立カシマサッカースタ
ジアム，下津・平井海岸，大野潮騒はまなす公園について，訪れる人を
導くための体系的な誘導サインや公共交通機関で訪れる人の二次交通手
段の確保などのアクセスの向上を図ります。 

❷地域資源の観光ブラン
ド化 

鹿嶋市の豊富な資源を観光消費につなげ地元経済への波及効果を高め
るため，鹿島神宮をはじめとする歴史・文化資源やスポーツの観光ブラ
ンドとしての魅力を高めるほか，特産品を使用したグルメ・お土産など
のブランド化を進め，地域経済の活性化を図ります。 

  

施策 4-１ 既存産業のチャレンジを応援する 

地域資源を活用した観光スタイルにより，環境やまちそのものを未来へ継承す
るため，スポーツツーリズム，アグリツーリズム等の充実や，ワーケーションな
どの滞在型観光コンテンツの創出による宿泊者数の増加を目指します。 

 
 
 
 

施策指標４-１-１：主要宿泊施設の宿泊者数 

【2021 年度】 
40,000 人／年 

【2031 年度】 
120,000 人／年 

・ 鹿嶋市の特産品等を生かし，地域活性化の足掛かりとするため，農水産物の売
上増加を目指します。 

 
 
 
 

施策指標４-１-２：農水産物売上額 

【2021 年度】 
2,200 百万円／年 

【2031 年度】 
2,400 百万円／年 
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❸スポーツツーリズム等
の充実 

鹿嶋周辺地域の観光資源を活かしたスポーツツーリズム，アグリツー
リズム等の様々な観光事業について，（一社）アントラーズホームタウン
ＤＭＯとともに市内の受け入れ環境や滞在コンテンツを充実し，滞在者
の満足度向上と地域への経済波及効果を図ります。 

❹ワーケーション等の滞
在コンテンツの充実 

新たな旅のスタイルであるワーケーションやブレジャー＊など，仕事と
余暇を組み合わせた滞在や，自然の中で過ごす滞在スタイルの普及を好
機と捉え，対応する環境づくりや企業との連携などを促進します。 

❺効果的なプロモーショ
ン戦略 

フリーペーパー，ホームページ，ＳＮＳ等の情報発信体制を総合的に
整備し，的確かつタイムリーな情報発信を行うとともに，関係機関と連
携して「着地型・体験型」観光プランを国内外へ発信し，鹿嶋市への誘
客を促進します。 

 
 

（２）農水産業のチャレンジ推進 

❶新たな担い手の育成・
支援 

農水産業における就業希望者に対して総合的な支援を行なうととも
に，耕作放棄地等を活用した新たな作物づくりや女性就農者の育成な
ど，新たな担い手の育成・支援，産業としての魅力の拡大に取組みま
す。 

❷スマート技術の活用な
どの生産性向上の支援 

農業や漁業における若者離れや高齢化による人手不足に対応するた
め，ＡＩやＩＣＴなどスマート技術の導入を推進し，作業の省力化・軽
労化，生産性向上を図り，様々な人が広く就業しやすい環境づくりを進
めます。 

❸６次産業化や地産地消
への取組 

生産と加工・販売の一体化や地域資源を活用した農業や漁業の６次産
業化を推進するとともに，地元食材の直売所での販売や学校給食での利
用拡大などの地産地消に引き続き取組みます。 

❹特産品のブランド化の
推進 

鹿島灘ハマグリ，タコ，つくだ煮といった水産物及びその加工品，メ
ロン，ピーマン，キャベツ等の地域特産品を「鹿嶋ブランド」として積
極的にＰＲし，更なる販路拡大を図るとともに，これらの食材を生かし
た特産品やメニューなどの開発を支援します。 

 
 
 

  

 
＊ブレジャー： Business(ビジネス)と Leisure(レジャー)を組み合わせた造語。出張等の機会を活用し，出張先等で滞

在を延⻑するなどして余暇を楽しむこと。 
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（３）商工業のチャレンジ推進 

❶中心市街地の活性化 

中心市街地の活性化に向けて「鹿島神宮門前エリアをまちのにぎわい
と暮らしの中心に」を目指し，中心市街地エリアで人が集う魅力的な商
業エリアの再生を図るとともに，来街者が滞遊できる回遊性のあるまち
づくりを進めます。 

❷既存商工業者の経営支
援体制の強化 

事業者の経営基盤の改善・強化に向けて，商工会や関係機関と連携
し，各種資金融資制度や経営相談，情報提供，研修・交流の場の提供な
どの支援体制を充実し，経営の改善や安定化を図るなど，商工業の担い
手を支援します。 

❸起業・創業支援体制の
充実 

将来，鹿嶋市を起点としてベンチャー企業などの新たな事業を立ち上
げる人たちに向けて，起業や創業のための情報提供など支援体制の充実
を図るとともに，将来の起業家や創業者となる人財の育成や開業の支援
を推進します。 

❹企業誘致 

 県や関係機関との連携を強化し，新規立地企業に対する優遇制度を活
用した企業の誘致を推進するとともに，市内立地企業と連携して企業遊
休地の活用などによる産業活性化を図ります。 
 また，国道 124 号，国道 51 号バイパス等の幹線道路沿道においては交
通の利便性をを生かした商業地の形成を図ります。 

❺中小企業のＩＣＴ活用
支援 

デジタル化の急速な進展に対応して，中小企業の生産性の向上やビジ
ネスチャンスの拡大を図るため，ＩＣＴ活用のための環境整備や人財育
成等の支援を図ります。 
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・ 2020 年 10 月，国は「2050 カーボンニュートラル」を宣言し，温暖化への対応は産業界で
の大前提となっただけでなく，成⻑の機会と捉える時代に突入しています。「2050 年カーボ
ンニュートラルに伴うグリーン成⻑戦略」では，電力部門の脱炭素化に向け，洋上風力・太
陽光等の再生可能エネルギーを成⻑分野に位置付けています。 

・ 鹿島港を中心とする港湾地域においてカーボンニュートラルを実現するため，関係者の協
力を得て「鹿島港カーボンニュートラルポート（CNP）形成計画」を 2021 年度に策定（予
定）しており，鹿島港における CNP 形成のための基本方針を以下の通り定めています。 

 ①次世代エネルギーの供給（輸送・貯蔵等）拠点化 
②物流・人流ターミナル、港湾地域に立地する企業の活動の脱炭素化 
③再生可能エネルギーの導入促進への貢献を通じた地域の活性化 

・ 鹿島アントラーズを代表とするスポーツ資源を，他分野の資源や近隣自治体と連携させる
ことにより，新たな地域経済の核とすること目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施策の方向性】 

（１）グリーン成⻑分野への挑戦 

❶鹿島港外港地区の整備
と利用促進 

鹿島港外港公共ふ頭の本格供用に向け，中央・南防波堤の延伸，ふ頭
用地整備及び浚渫による水深確保を国・県と共に推進します。 

鹿島港外港公共ふ頭の利用促進に向けて，関係機関と連携して，ポー
トセールス活動を実施します。 

❷グリーン成⻑分野等の
新たな産業創出 

2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて，取組が不可欠と考えら
れる 14 の重要分野の一つである再生可能エネルギー分野を次世代の地域
経済を支える新たな産業として捉え，鹿島港周辺に環境に配慮した産業
の集積を図ります。 

 
 

施策 4-２ 未来につながる産業を創出する 

・ 鹿島港全体としてのカーボンニュートラルポート化及び海洋再生可能エネルギ
ー発電設備等拠点港湾（いわゆる基地港湾）を核とした，洋上風力関連産業の拠
点化により，市内に⺠間投資が促されることを目指します。 

 
 
 

施策指標４-２：鹿島港周辺への投資（固定資産税の課税標準額） 

【2021 年度】 
263,200 百万円／年 

【2031 年度】 
270,000 百万円／年 
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（２）スポーツを核とした地域経済の活性化 

❶観光産業との連携 

スポーツツーリズムを推進し，宿泊・食事等の観光事業と連携して経
済効果を高めます。 

また，その源泉となる人財，具体的には将来のプレーヤーや指導者の
育成事業についても支援をしていきます。 

❷ヘルスケア産業等の新
たな時代に必要な産業
の創出 

地域において切れ目なく健康サービスを提供できるよう，⺠間事業者
や医療機関などと連携体制を構築し，健康への気づきサービスの提供や
アドバイス，健康づくり事業等に取り組むなど，これからの時代に必要
とされる産業の創出に取組みます。 

❸スポーツ・賑わい拠点
の創出 

茨城県立カシマサッカースタジアム周辺をスポーツ・賑わい拠点とし
て位置付け，日常・非日常に関わらず人が集う場所として，他分野の資
源や近隣自治体との連携により充実させていきます。 

地域経済を活性化するための⺠間投資を促すとともに，鹿島サッカー
スタジアム駅を交通結節点としてさらに活用し，行政運営の効率化等の
観点から行政機能の拡充も含めて，賑わい創出を図ります。 

 
  

■鹿島港における港湾地域の将来像（イメージ） 

出典：「鹿島港カーボンニュートラルポート形成計画（原案）」 
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・ 世界の急激な気温上昇により，日本でも豪雨の頻発や台風の強大化，自然生態系の変化，
農産物や漁獲量の変化等，様々な面で問題が出ています。 

・ 鹿嶋の豊かな環境，そして地球環境を未来につないでいくためには一刻も早い対策が必要
となっています。温室効果ガス排出量の削減や循環型社会の形成，自然環境の保全等につい
て積極的に取り組んでいきます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）地球環境に配慮した持続可能なまちづくり 

❶脱炭素への取組と気候
変動への適応 

地球温暖化の防⽌，気候変動の影響やリスクへの対応として，豪雨等
の気象災害や熱中症等の健康被害についての対策強化や，省エネルギー
の推進，二酸化炭素排出の少ないクリーンな次世代エネルギーへの転
換，公共交通活用の推進などに取組みます。 

❷資源を有効利用する循
環型社会への取組 

資源を有効利用する循環型社会のまちを目指すために，家庭や事業系
のごみの適正処理やごみの発生抑制，５R（リデュース，リユース，リサ
イクル，リフューズ，リペア）を推進するとともに，不法投棄対策や空
き家・空き地対策を含めた環境美化活動を図ります。 

❸次世代への継承と事業
者とのパートナーシッ
プ 

環境に関する自主的な行動・活動を広げるため，一人ひとりの意識・
意欲に継続的に働きかけを行う環境情報の発信や，将来世代に向けて学
校における環境学習の支援などに取り組むとともに，事業者との協力体
制づくりに取組みます。 

 
 
 
 

施策 4-３ 豊かな⿅嶋の海や緑を未来へつなぐ 

・ 地球温暖化防⽌に貢献し，鹿嶋の豊かな自然と共生する都市となるため，市域
の温室効果ガス排出量の削減を目指します。 

 
 
 
 

施策指標４-３：市域の温室効果ガス排出量（エネルギー起源二酸化炭素）

【2021 年度】 
− 

【2031 年度】 
−26％ 
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（２）鹿嶋の⾃然と共生するまちづくり 

❶緑の保全と活用 

北浦湖岸など水辺周辺の緑地，台地上のまとまった樹林地，鹿島灘沿
岸の保安林，斜面緑地などの多様な緑地について，生物多様性の確保や
市⺠の憩いの場として，適切な保全を行うとともに，体験や学習，観光
の場としての活用を図ります。 

❷河川・湖沼，海岸の水
辺の保全と活用 

鰐川から北浦湖畔にかけての水辺空間や，鹿島灘沿岸の海浜につい
て，生態系・生物多様性や緑の景観などの基盤となる重要な環境として
適切な保全を行うとともに，観光やスポーツ，市⺠の憩いの場などへの
活用を図ります。 

❸公園等の都市の緑の確
保と整備 

事業所の建物や敷地について，緑を活かした景観づくり，熱対策，生
態系保全といった環境への配慮を求めるとともに，道路や公園，公共施
設などの公共空間について，防犯や防災に配慮しながら緑の整備や維持
管理を図ります。 

❹公害等のリスクの防止 
事業所に対する大気汚染や悪臭などの公害防⽌のための啓発・指導や

煙や臭気などによる被害やトラブルの防⽌，大気調査・監視，海や河川
の水質改善など，健全な生活環境を守る対策に引き続き取組みます。 

❺景観の保全 

鹿嶋らしい自然と歴史・文化の景観を未来につなげていくため，緑地
や水辺等の自然景観の保全，史跡や歴史的建造物等の歴史的景観の保全
を図るとともに，公共施設や屋外広告物の設置にあたり，周囲の景観と
調和したデザインや色彩の導入・誘導を図ります。 
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・ 持続可能な社会づくりにおいては，生活の安定につながる雇用環境や消費環境を守ること
が重要です。少子高齢化や労働力人口の減少により将来的な人手不足が懸念される一方で，
2020 年から続いたコロナ禍により全国的に見て倒産や失業者が増加するなど，雇用環境は厳
しい状況が続き，鹿嶋市においても勤務状況に大きな影を落としました。 

・ このため，経済の回復に向けた既存産業の活性化や新規産業の導入と並行して，将来に向
けた雇用の確保や就職支援，性別や業種等による格差是正など，市⺠生活の安定と維持に取
組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）雇用環境を守るまちづくり 

❶就労支援の充実 
引き続き積極的な企業誘致活動を行ない，地元の産業の一層の振興に

より雇用機会の拡大を図るとともに，新規学卒者や障がい者の雇用促進
に向けた事業者への啓発や奨励金等による支援の促進を図ります。 

❷ＵＩＪターンの促進 

社会増につながるよう，ＵＩＪターン希望者に向けて，ハローワーク
や企業，大学等と連携して，説明会，面接会等の相談・情報提供体制の
充実を図るほか，鹿嶋市で働くことの魅力などをホームページやＳＭＳ
を通じで積極的に発信します。 

❸就労環境の改善と勤労
者メンタルヘルス等の
充実 

誰もが安心して働くことのできる労働環境づくりやワーク・ライフ・
バランスの実現に向けた就労環境改善を進めるとともに，勤労者の健康
増進のため，関係機関と連携した健診体制やメンタルヘルス対策の充実
を図ります。 

 

  

施策 4-４ 雇用環境を守り生活の安定を維持する 

・ 15 歳以上の働く意欲のある人が安定した仕事につくことができるよう，企業
の雇用環境を支援し，市⺠生活の安定と維持を目指します。 

 
 
 
 

施策指標４-４：有効求人倍率 

【2021 年度】 
1.09％／年 

【2031 年度】 
1.50％／年 
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（２）消費者の生活を守るまちづくり 

❶消費者意識の啓発と消
費者保護の体制づくり 

ＩCＴ社会の進展による様々なトラブルや詐欺に対し，必要な知識やト
ラブルの対処法，頻発している問題事例等の情報提供を通して，消費者
意識の啓発や学習機会の充実を図ります。 

また，多様化・複雑化した消費者トラブルに対し迅速かつ的確に対応
するため，関係機関と連携した相談体制や消費者保護の充実を図りま
す。 
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・ 鹿嶋市が将来も持続可能なまちとなるためには，「スマート&コンパクトなまち」を実現す

ることが不可欠です。 
・ 人口減少の加速化に加え，気候変動に伴い大規模化する災害，公共施設の老朽化，財政規

模の縮小等の将来の様々なリスクに備えて，人が安全に住み続けられる舞台となるために，
最適化されたコンパクトなまちを目指します。 

・ コンパクトなまちを補完し，利便性，快適性，効率性を高めるため，ＩＣＴの活用やＤＸ
を積極的に推進し，将来にも持続可能なスマートなまちを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
  

 基本政策５ スマート＆コンパクトな鹿嶋をつくる 
【スマート&コンパクト】 

■関連するＳＤＧｓ 
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■施策体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策５-１ コンパクトで安全なまちをつくる 

施策５-２ スマートで持続可能なまちをつくる 

（１）最適化した土地利用・基盤づくり 
❶暮らしを支える都市機能の集積，産業機能の強化 
❷まとまりのある市街地・集落の維持と良好な居住環境形成 
❸「鹿嶋らしさ」を演出する賑わい拠点の充実 
❹暮らしを支える上・下水道等の維持・整備 

 
（２）効率的・効果的なネットワークづくり 

❶暮らしと産業活動を支える道路ネットワークづくり 
❷誰もが利用しやすい公共交通体系の形成 
❸総合的な交通対策の推進 

（１）持続可能な財政運営 
❶公共施設等の総合的かつ計画的な管理 
❷事業の選択と集中による財政運営 
❸安定した財源確保と新たな自主財源確保の工夫 
❹多様な主体によるまちづくりの推進 
❺職員の人財育成と定員，給与の適正化 

（２）スマートな行政運営 
❶スマート自治体の実現 
❷情報セキュリティへの更なる配慮 
❸人財の育成とユーザーである市⺠の支援 
❹ウェブを活用した生活，防災，観光等の情報発信の強化 

（３）災害に強いまちづくり 
❶災害に強い都市づくり 
❷地域防災力の強化 
❸日常からの減災対策の充実 
❹多様性に配慮した災害対応の充実 

（４）日常のリスクに備えるまちづくり 
❶地域防犯活動の促進 
❷交通安全対策の充実 
❸消防体制の充実 
❹救急・救助体制の充実 
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■基本政策５を取り巻く現状・課題，「鹿嶋らしさ」 

◆市街化区域は人口増加。調整区域の地区計画・区域指定エリアは人口定着が進んでいない 
・ 区域区分別の人口動向をみ

ると，市街化区域内では一貫
して増加してきました。ま
た，市街化調整区域内の区域
指定エリアや地区計画区域に
おいても，概ね微増傾向とな
っています。 

・  年齢３区分別人口割合を区
域区分別にみると，市街化調
整区域の地区計画区域内で，
老年人口割合が最も高くなっ
ています。 

・ 市街化区域内でも低未利用
地は増加傾向にあります。 

 ・ 市全体の空き家率は全国平
均を上回る状況になっていま
す。鹿島開発時に建築された
集合住宅への入居率が低下し
ていると考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 
国勢調査を基に作成 

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 
国勢調査を基に作成 

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 
都市計画基礎調査ＧＩＳを基に作成 

出典：「鹿嶋市都市計画マスタープラン」 
「住宅・土地統計調査」 
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◆現在の財政力指数は高い⽔準ではあるものの，将来負担比率が年々増加 
・ 鹿嶋市の財政力指数は，1.00 を下回っているものの，県内でも高い水準を維持しています。 
・ 実質公債費率は全国平均に近い水準であるものの，将来負担比率は全国平均を大幅に上回

り，県内でも比較的順位が低くなっています。 
・ 近年の歳出状況は，高齢化などの影響から⺠生費が増加し続けています。 
・ 鹿嶋市の公共建築物のうち，令和２年に築 40 年を超える旧耐震基準（昭和 56 年以前）の建

築物は，約４割を占めており，今後も維持費や改修費の支出が続くことが予測されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：RESAS 
総務省「地方財政状況調査関係資料（財政状況資料集）」 
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出典： 
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総合管理計画」 

■建築年度別の公共建築物の延床面積 



Ⅱ 基本計画（2022-2031） 

80 

 
 
 
★地形や既存施設等のストックを生かして，ネットワーク化されたまちづくりを目指す 
・ 前述の「土地利用構想」では，鹿嶋市の地形を生かして，災害危険個所を除く安全な生活空

間の中で，都市機能が最適に利用できる環境づくりを目指すとしています。 
・ 人口減少や高齢化に対応するため，都市（生活）機能の集約（コンパクト化）に取り組むと

共に，公共交通網や情報ネットワークの充実により，市内外と物理的にも情報的にもつながり
やすいまちづくりを目指すことが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鹿嶋らしさ 

■将来の「市⺠生活」のすがたと⼟地利用構想 

出典：「鹿嶋市第四次総合計画」基本構想（再掲） 

■事業活動の空間（低地＋台地）

■生活活動の空間（台地）

■サービスを提供する空間（台地）

主に農業や工業等の生産活動の場として

利用するエリア

自然災害のリスクが少なく，主に居住や

日常生活を行うエリア

行政や民間事業者が集積し，市民への

各種サービスを提供するエリア

■鹿嶋市の
  土地利用構想

生活空間

生活空間

生活空間

生活空間

生活空間

生活空間

【「まち」の拠点】

産業空間

カシマサッカースタジアム

市役所周辺

鹿島神宮

【「地域」の拠点】

大野出張所周辺
■鹿嶋市の
「市民生活」のすがた
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・ 南北に⻑い市域を効率的に活用するため，各地区の生活拠点や産業拠点機能を集約し，こ

れらを結ぶ効果的な交通軸などのネットワークづくりを進め，全体として魅力と利便性が最
適化された土地利用・都市基盤づくりを目指します。 

・ 大規模化する自然災害のリスクを考慮した土地利用や都市基盤づくり，また万一に備え，
危機管理体制の充実に取組み，将来も安全に住み続けられるまちを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）最適化した土地利用・基盤づくり 

❶暮らしを支える都市機
能の集積，産業機能の
強化 

将来にわたり安心して暮らし続けられる都市の実現に向けて，鉄道駅
及び市役所・出張所周辺を中心に都市機能の集積や強化を図るととも
に，鹿嶋市の活力向上や定住・移住の促進に向けて，鹿島臨海工業地帯
を中心に広がる産業機能の更なる機能強化を図ります。 

❷まとまりのある市街
地・集落の維持と良好
な居住環境形成 

周囲の豊かな自然環境と調和したゆとりある居住環境を将来にわたり
維持するため，今後の人口減少や高齢化を見据えて，まとまりのある住
宅地や集落地の形成を導くよう，適切な土地利用の保全・誘導，居住環
境の整備を進めます。 

❸「鹿嶋らしさ」を演出
する賑わい拠点の充実 

市内外から多くの人々が来訪・再訪・回遊・滞在するための「鹿嶋ら
しさ」の要素を有し，余暇活動などを通した交流の拠点となる場所とし
て，鹿島神宮周辺の歴史・文化拠点や，茨城県立カシマサッカースタジ
アム周辺のスポーツ・賑わい拠点を充実させます。 

❹暮らしを支える上・下
水道等の維持・整備 

上・下水道や供給処理施設など市⺠の暮らしを支えるインフラ施設に
ついて，将来的にも持続可能とするために，計画的・効率的な整備と既
存施設の適切な維持管理や更新に取組みます。 

  

施策５-１ コンパクトで安全なまちをつくる 

・ 市街化区域内や大野三駅周辺に生活の拠点機能を集積し，計画的な人口の配置
を進め，効率的で安全な土地利用の推進と効果的な交通・情報ネットワークづく
りを目指します。 

 
 
 

施策指標５-１：市街化区域内及び大野三駅周辺の人口 

【2021 年度】 
39,200 人 

【2031 年度】 
39,200 人 
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（２）効率的・効果的なネットワークづくり 

❶暮らしと産業活動を支
える道路ネットワーク
づくり 

道路は，産業活動や市内外の移動・交流を支えるライフラインであ
り，都市機能や産業機能，市街地や集落間，さらには広域的な移動に対
して，円滑につながる道路ネットワークの形成や安全かつ快適な道路の
整備・改善と適切な維持管理を進めます。 

❷誰もが利用しやすい公
共交通体系の形成 

自動車を運転しない方や鹿嶋市を訪れた来訪者など，子どもから高齢
者まで誰もが市内を安心かつ便利に移動できる交通環境を確保すること
を基本に，日常生活や様々な交流を支える公共交通体系の形成に取組み
ます。 

❸総合的な交通対策の推
進 

鹿嶋市が抱える交通課題や地球環境に与える負荷軽減などに対応する
とともに，多様性のある都市づくりを実現するため，ユニバーサルデザ
インやバリアフリー化への配慮などにより，市内全体での移動の円滑化
を促進するための総合的な交通対策を進めます。 

 
 
 

（３）災害に強いまちづくり 

❶災害に強い都市づくり 

防火地域及び準防火地域等の指定や津波・洪水，土砂災害等の危険区
域の指定により，防災・減災に配慮して土地利用の規制・誘導に取り組
むとともに，木造密集市街地や狭隘道路の解消，建物の耐震化の推進等
により，災害に強いまちづくりを進めます。 

❷地域防災力の強化 

災害に強いまちづくりを目指し，各種防災訓練等を通じて，市⺠や事
業者，行政，防災関係機関と連携を図り，防災体制の強化を図るととも
に，防災に関する広報や防災教育等の充実により，市⺠の防災知識の普
及や防災意識の向上を図ります。 

❸日常からの減災対策の
充実 

市⺠に対し，ハザードマップや防災情報の提供，防災訓練の実施を推
進するとともに，防災行政無線やメール，ＳＮＳ等のデジタル情報によ
る災害・避難情報の的確な発信を図ります。 

また，災害支援に備えて避難所や備蓄の充実を図るほか，自治体間や
⺠間企業との応援協定の締結を進めます。 

❹多様性に配慮した災害
対応の充実 

避難行動要支援者の円滑な避難や，災害時の外国人への支援，女性の
視点に立ったきめ細やかな防災等，多様な市⺠や観光客に対応するた
め，地域と一体となった支援体制づくりを進めます。 
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（４）日常のリスクに備えるまちづくり 

❶地域防犯活動の促進 

市⺠や地域，警察等の関係機関と連携して地域防犯活動を充実すると
ともに，防犯カメラや防犯灯の設置推進や，通学路周辺の危険個所の解
消，メールやＳＮＳ等を活用した注意喚起等の安全に暮らせる環境づく
りを推進します。 

❷交通安全対策の充実 

鹿嶋市交通安全協会や鹿嶋市交通安全⺟の会と連携し，市内の交通事
故防⽌活動や交通安全意識を啓発するとともに，通学路の安全点検，ガ
ードレールやカーブミラー等の交通安全施設の整備や適正な管理に取組
み，交通事故防⽌を図ります。 

❸消防体制の充実 

火災の発生に際し，迅速な出動と適切な消防活動を行うため，消防施
設や車両・資機材の整備，消防団組織の強化を図るとともに，火災等に
よる被害軽減や予防に向けて，市⺠・事業者・関係団体との連携による
総合的な消防体制の充実や訓練等の実施を進めます。 

❹救急・救助体制の充実 

多様化・拡大化する救急需要に対応するため，救急車の利用の在り方
等に関する啓発を行うとともに，自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設
置・更新や市⺠を対象とした研修会等，適切な処置の普及・啓発を図り
ます。 
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・ 行政におけるＩＣＴの活用やＤＸを積極的に推進し，行財政運営の効率化やサービスの向
上を図り，最適な行政運営を目指します。 

・ 将来の人口減少や基幹産業の縮小等による財政規模への影響を踏まえ，公共施設の集約化
や⻑寿命化，適正な資産管理など，来るべき将来のリスクに備え計画的に対応できるまちづ
くりを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

【施策の方向性】 

（１）持続可能な財政運営 

❶公共施設等の総合的か
つ計画的な管理 

公共建築物やインフラ施設等の公共施設を次の世代に受け継ぐ共有財
産として有効活用を図るため，更新のサイクルを見据えた計画的なマネ
ジメントに取組み，供給量の適正化，集約・複合化による再配置，維持
管理の最適化や⻑寿命化を積極的に進めます。 

❷事業の選択と集中によ
る財政運営 

限られた財源や資源を有効に活用し最大限の効果を上げるため，引き
続き事務事業評価を実施して予算編成に反映させ，事業の重要性，緊急
性等を考慮した選択と集中を進めるとともに，中⻑期的視野に立って徹
底した歳出の抑制と歳入の確保に取組みます。 

❸安定した財源確保と新
たな⾃主財源確保の工
夫 

既存産業の活性化や積極的な企業誘致により安定的な財源確保を図る
とともに，市税等の収納率向上や各種利用料・手数料等の定期的な見直
しを引き続き進めます。 

また，未利用の市有財産の有効活用や処分の推進のほか，様々な媒体
による広告事業やクラウドファンディング，企業版ふるさと納税制度の
活用など，新たな自主財源確保策に取組みます。 

  

施策５-２ スマートで持続可能なまちをつくる 

・ 市の借入金など負債の大きさや返済額の大きさを示す指標を用いて財政状況を
判断し，将来的に持続可能なまちづくりの方向性を見極めます。 

 
 
 
 

【2021 年度】 
① 56.2％／年 
②   6.4％／年 

【2031 年度】 
① 40 ％／年 
② 6.5％／年 

施策指標５-２：将来負担比率／実質公債費比率 

※①将来負担比率 ②実質公債費比率 
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❹多様な主体によるまち
づくりの推進 

限られた人員と財源の中で多様化する市⺠ニーズに的確に対応するた
めには，市⺠や多様な主体の協力が必要であり，自治会やＮＰＯ，企業
等の様々な主体の活動を支援し，多様な主体によるまちづくり活動を推
進します。 

❺職員の人財育成と定
員，給与の適正化 

職員の資質向上と能力開発のため，人事評価制度等を適宜改善し，適
切な研修等で職員のスキルアップや専門性の強化を図るとともに，「定員
管理計画」に基づき，計画的な職員採用や業務量に応じた職員の適正配
置を行い，総人件費の抑制を図ります。 

 
 

（２）スマートな行政運営 

❶スマート⾃治体の実現 

業務プロセス・システムの標準化，電子化・ペーパーレス化等を推進
し，基本的な行政手続きのデジタル化やＡＩ・ＲＰＡ等のＩＣＴ活用を
普及・促進することで，業務の効率化や市⺠や企業等の利便性向上，行
政サービスの質の向上を図ります。 

❷情報セキュリティへの
更なる配慮 

市⺠の情報や情報資産を情報漏洩やウィルス等から守るためセキュリ
ティ環境を強化し，特にマイナンバーを利用する事務系のシステムやＡ
Ｉ等の利用については，情報セキュリティポリシー等を遵守した運用を
図ります。 

❸人財の育成とユーザー
である市⺠の支援 

デジタル化へのスムーズな移行とともに，より大きな投資効果を得る
ため，自治体職員全員が庁内研修等によりＩＣＴリテラシーを学ぶとと
もに，業務担当者の専門的な知識向上を図ります。 

また，スマート化により手続きが困難となる可能性のある高齢者等の
市⺠に対する支援やフォローを行います。 

❹ウェブを活用した生
活，防災，観光等の情
報発信の強化 

ホームページ，ＳＮＳ等のウェブ活用を強化し，市⺠の生活に役立つ
生活や防災情報をはじめ，観光客に向けたＰＲ，移住情報等，市内外に
向けて，様々な情報を積極的に発信していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 


